
高砂の歴史・文化に多大な貢献　岸本吉兵衛克寛
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レ
デ
ィ
ー
ス
　ゴー

レディース　ゴー

サロン　ド　リノ　店長

谷本　寿子さん

青
年
部
か
ら

女
性
部
か
ら

は
か
け
が
え
が
な
い
も
の
な
の
で
す
。
う

ま
く
ス
タ
イ
リ
ン
グ
で
き
た
日
は
一
日
中

気
分
が
い
い
で
す
し
…
…
」。

　
で
、
ス
ク
ー
ル
に
4
、
5
年
通
っ
た
後
、

2
0
0
7
年
、
26
歳
の
と
き
に
ネ
イ
リ
ス

ト
技
能
検
定
試
験
の
2
級
に
合

格
し
、
翌
年
か
ら
念
願
だ
っ
た

ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
に
就
職
。
も
ち

ろ
ん
、
し
ん
ど
い
こ
と
も
多
々

あ
っ
た
が
、
好
き
な
仕
事
が
で

き
る
と
い
う
喜
び
に
勝
る
も
の

は
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
寿
子
さ
ん
が
次
に
向
か
っ
た

の
が
ウ
イ
ン
グ
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
の
技
術
の
習
得
。
男
性

諸
氏
の
た
め
に
少
し
説
明
を
し

て
お
く
と
、
こ
れ
は
「
完
成
し

て
い
る
人
工
の
束
の
ま
つ
毛
を

ま
ぶ
た
に
装
着
す
る
、
一
昔
前
の
い
わ
ゆ
る
〝
つ
け
ま

つ
毛
〞
で
は
な
く
、
接
着
剤
（
グ
ル
ー
）
を
使
っ
て
そ

の
人
の
一
本
の
自
ま
つ
毛
に
人
工
の
ま
つ
毛
を
一
本
ず

つ
装
着
し
、
ま
つ
毛
を
含
む
目
元
が
よ
り
自
然
に
、
よ

り
美
し
く
見
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
メ
イ
ク
方
法
」
だ

そ
う
で
、
そ
れ
だ
け
に
「
高
度
な
技
術
が
求
め
ら
れ
る

し
、
何
よ
り
も
集
中
力
と
根
気
が
必
要
な
の
で
す
」
と

話
す
。

　
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
ウ
イ
ン
グ
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
（
ま
つ
毛
エ
ク
ス
テ
）
の
専
門
技
術
者
（
ア
イ
リ
ス

ト
）
に
な
る
た
め
に
は
衛
生
管
理
上
か
ら
も
美
容
師
免

許
の
取
得
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
通
信
教
育
で
免

許
を
取
得
。
そ
の
後
ア
イ
リ
ス
ト
技
能
検
定
試
験
に
も

合
格
し
、
店
長
と
し
て
2
0
1
5
年
10
月
に
「
サ
ロ
ン  

ド
　
リ
ノ
」
の
オ
ー
プ
ン
に
こ
ぎ
着
け
た
。

　「
目
元
に
ま
つ
毛
を
付
け
る
だ
け
で
、
お
顔
の
雰
囲

気
が
変
わ
る
し
、
お
客
様
が
美
し
く
輝
か
れ
る
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
仕
事
な
の
で
、
喜
ん
で
い
た
だ

い
た
と
き
の
達
成
感
に
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

反
対
に
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
う
ま
く
合
わ
な
か
っ
た

と
き
は
落
ち
込
み
ま
す
が
、
ネ
ッ
ト
の
口
コ
ミ
に
コ
メ

ン
ト
を
書
い
て
い
た
だ
い
た
と
き
な
ど
は
う
れ
し
く
て
、

高
い
技
術
で
美
し
い
爪
先
と
目
元
を

高
い
技
術
で
美
し
い
爪
先
と
目
元
を

お
客
様
か
ら
の
反
響
が
喜
び
と
力
に

お
客
様
か
ら
の
反
響
が
喜
び
と
力
に

本
当
に
あ
り
が
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
お
客
様
は
口
コ

ミ
や
お
友
達
の
紹
介
が
多
い
の
で
す
が
、
お
客
様
か
ら

神
戸
で
私
や
サ
ロ
ン
の
こ
と
が
噂
に
な
っ
て
い
た
よ
な

ど
と
お
聞
き
す
る
と
、
も
っ
と
頑
張
ろ
う
と
、
さ
ら
に

や
る
気
が
生
ま
れ
ま
す
」
と
話
す
。

　
と
は
言
い
な
が
ら
も
、
細
か
い
神
経
を
使
い
、
目
を

酷
使
す
る
仕
事
。
そ
れ
だ
け
に
体
調
管
理
に
は
気
を

遣
っ
て
い
る
そ
う
で
、「
特
に
目
の
健
康
に
は
気
を

遣
っ
て
い
ま
す
し
、
予
約
制
で
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
の
で
体
調
の
自
己
管
理
に
は
万
全
の
注
意
を
払
っ
て

い
ま
す
」
と
も
。

　「
美
し
い
も
の
が
好
き
」
な
の
で
、
オ
フ
の
楽
し
み

は
旅
行
だ
っ
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
の
今
は「
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ

ク
ス
で
の
映
画
鑑
賞
が
楽
し
み
」。「
こ
の
仕
事
に
は
感

動
す
る
こ
と
も
と
て
も
大
切
な
ん
で
す
」
と
話
す
。

　
将
来
の
夢
は
「
海
外
に
行
っ
て
仕
事
を
し
た
い
」
こ

と
だ
が
、
身
近
な
夢
と
し
て
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い

る
の
が
、
9
歳
の
一
人
娘
の
梨
乃
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、

高
砂
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
作
っ
た
「
高
砂
ふ
る
さ
と

か
る
た
」
に
出
て
く
る
市
内
の
名
所
を
訪
ね
る
こ
と
。

　
も
う
お
分
か
り
だ
ろ
う
が
、
店
名
の
「
サ
ロ
ン
　
ド  

リ
ノ
」
の
リ
ノ
は
、
娘
さ
ん
の
名
前
、
梨
乃
ち
ゃ
ん
か

ら
取
っ
た
も
の
。
母
親
と
し
て
の
寿
子
さ
ん
が
垣
間
見

え
る
の
で
あ
る
。

贅沢な隠れ家として、
　　　至福の時間をお届けしたい…。

【メモ】サロン　ド　リノ
　　　 高砂市春日野町4－35 
　　　 　　グランメェル435 105号
　　　 ☎079－447－6001
　　　 定休日／不定休（要予約）

美の自己表現だというネイル

大人の隠れ家らしい落ち着いた雰囲気

　
Ｊ
Ｒ
曽
根
駅
か
ら
南
へ
徒
歩
6
分
。
車
な
ら
明
姫
幹

線
高
砂
西
の
信
号
を
北
に
向
か
い
、
陸
橋
の
手
前
を
左

手
に
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
1
階
で
、
大

人
の
隠
れ
家
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
の
が

ネ
イ
ル
＆
ア
イ
ラ
ッ
シ
ュ
サ
ロ
ン
の「
サ
ロ
ン
　
ド
　
リ

ノ
」。
店
長
を
務
め
る
の
が
今
回
紹
介
す
る
谷
本
寿
子

さ
ん
で
あ
る
。

　
1
9
8
0
年
の
生
ま
れ
で
、
大
学
を
中
退
後
、
一
度

は
事
務
職
に
就
い
た
が
、
小
さ
な
頃
か
ら
「
美
し
い
も

の
が
好
き
」。
技
術
家
庭
科
が
得
意
学
科
で
、
手
先
も

器
用
だ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
趣
味
の
ネ
イ
ル
を
仕
事
に

で
き
た
ら
と
、
会
社
勤
め
の
か
た
わ
ら
、
休
日
に
は
加

古
川
の
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
に
通
う
よ
う
に
。

　「
女
性
に
と
っ
て
ネ
イ
ル
と
い
う
の
は
美
の
自
己
表

現
。
美
し
い
も
の
が
手
の
中
に
あ
る
喜
び
っ
て
い
う
の

会
議
所
の
動
き

高
砂
商
工
会
議
所
女
性
部
定
時
総
会
開
催

会
　長
　志
方
由
美
氏

副
会
長
　坂
田
静
代
氏

副
会
長
　佐
野
裕
美
氏

　
6
月
4
日
㈮
　
令
和
元
3
年
度
定
時
総
会
を
書

面
表
決
に
て
開
催
し
、
令
和
2
年
度
事
業
報
告
並

び
に
決
算
報
告
、
令
和
3
年
度
事
業
計
画
並
び
に

収
支
予
算
を
審
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
の
結
果
、

次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

会
　
長
　
志
方
　
由
美
氏（
㈱
シ
カ
タ
）

副
会
長
　
坂
田
　
静
代
氏（
橋
本
建
設
㈱
）

副
会
長
　
佐
野
　
裕
美
氏（
佐
野
歯
科
医
院
）

会
　
計
　
大
村
　
郷
子
氏（
宇
治
園
）

監
　
事
　
籠
谷
美
恵
子
氏（
高
砂
飼
料
工
業
㈱
）

総
務
委
員
長

　
籠
谷
美
恵
子
氏（
高
砂
飼
料
工
業
㈱
）

総
務
委
員
会
理
事

　
八
束
　
菅
子
氏（
魚
亭
や
つ
か
）

　
新
井
　
康
子
氏（
新
井
建
設
工
業
㈱
）

　
坂
本
　
ま
り
氏（
坂
本
ま
り
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
務
所
）

研
修
委
員
長

　
川
端
　
瑞
穂
氏（
く
み
あ
い
生
花
　
カ
ワ
バ
タ
）

研
修
委
員
会
理
事

　
釣
田
ハ
ツ
子
氏（
㈲
つ
り
た
）

　
大
村
　
郷
子
氏（
宇
治
園
）

　
菱
田
　
孝
子
氏（
ハ
リ
マ
ニ
ッ
ク
ス
㈱
）

　
都
倉
　
佳
世
氏
（
㈱
ト
ク
ラ
）

親
睦
委
員
長

　
高
木
　
尚
美
氏（
高
木
ね
じ
㈱
）

親
睦
委
員
会
理
事

　
山
本
　
洋
子
氏（
山
本
敏
信
事
務
所
）

　
堀
　
と
し
子
氏（
堀
　
直
樹
税
理
士
事
務
所
）

　
木
村
　
成
世
氏（
㈱
ア
ガ
ヤ
）

　
大
橋
　
圭
子
氏（
大
橋
石
油
㈱
）

◆
女
性
部
員
募
集
中
◆

　
い
ろ
い
ろ
な
業
種
の
方
々
と
知
り
合
い
、

講
習
会
や
研
修
会
を
通
じ
て
人
脈
づ
く
り
や

会
社
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
に
き
っ
と
お
役
立

て
い
た
だ
け
ま
す
。

入
会
資
格

　
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の
女
性
経
営
者
、

経
営
者
夫
人
、
女
性
管
理
職
等
で
、
本
会
の

趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
方

年
会
費
　
１
２
、０
０
０
円

詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
７
９‐

４
４
３‐

０
５
０
０

　
4
月
26
日
㈪
、当
所
に
お
い
て
高
砂
商
工
会
議
所

青
年
部
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
令
和
2
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
、令
和
3
年
度
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算
が
審
議
の
上
承
認
さ
れ
、「
Ｙ
Ｅ
Ｇ

だ
ョ！
全
員
集
合
」〜
J
o
i
n 

I
t
・
F
i
n
d 

I
t
・
E
n
j
o
y 

I
t
〜
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
3
年
度
役
員
・
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会
　
長
　
西
中
紀
文（
播
州
産
業
㈱
）

副
会
長

　
向
井
　
瞳（
路
地
裏
の
カ
フ
ェ 

K
O
T
I
）

　
廣
田
隆
徳（
廣
田
測
量
登
記
事
務
所
）

　
角
谷
健
二（
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
　Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
）

　
近
澤
　
圭（
㈱
籠
谷
）

副
会
長
兼
会
計
　
藤
川
智
崇（
㈱
シ
ー
ル
ズ
）

監
　
事

　
青
柳
　
淳（
播
磨
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
㈱
）

　
吉
田
英
幸（
積
水
ハ
ウ
ス
㈱
）

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
Ｙ
Ｅ
Ｇ
出
向

　
中
谷
　
淳（
㈱
イ
ン
ス
パ
イ
ア
）

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
増
進
委
員
会
委
員
長

　
滝
野
将
成（
ハ
リ
マ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
㈱
）

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
増
進
委
員
会
副
委
員
長

　
志
野
木
健
二（
土
地
家
屋
調
査
士
・
司
法
書
士

志
野
木
事
務
所
）

　
中
川
和
彦（
中
川
タ
イ
ヤ
商
会
）

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
増
進
委
員
会

　
梅
本
浩
輔（
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
保
険
㈱
）

　
加
古
真
也（
㈱
達
摩
）

　
楠
田
裕
亮（
楠
田
電
機
工
事
）

　
濵
田
賢
太
郎（
㈱
浜
田
工
務
店
）

　
原
田
尚
之（
㈱
ト
ク
ラ
）

　
松
岡
　
誠（
㈱
マ
ツ
オ
カ
）

　
三
枝
慶
之（
三
枝
水
設
）

地
域
活
性
化
委
員
会
委
員
長

　
松
本
　
明（
高
砂
車
輌
整
備
工
業
所
）

地
域
活
性
化
委
員
会
副
委
員
長

　
島
崎
純
子（
り
ら
音
楽
企
画
）

　
森
藤
健
介（
マ
ニ
ュ
ラ
イ
フ
生
命
保
険
㈱
）

地
域
活
性
化
委
員
会

　
上
田
真
輔（
い
ろ
ど
り
・
i
r
o
d
o
r
i
）

　
岸
本
　
長（
㈱
二
建
）

　
髙
石
成
貴（
ソ
ニ
ー
生
命
保
険
㈱
）

高
砂
商
工
会
議
所
青
年
部
定
時
総
会
開
催
！

会
　長
　西
中
紀
文

副
会
長
　向
井
　瞳

副
会
長
　廣
田
隆
徳

副
会
長
　角
谷
健
二

副
会
長
　近
澤
　圭

副
会
長
　藤
川
智
崇

　
山
田
啓
吾（
㈲
ノ
ン
グ
ル
ー
プ
　ヘア
＆
ビュー
テ
ィ
　N
O
N
） 

　
山
田
木
綿
子（
Ｈａ
ｉｒ
　ｓａ
ｌｏｎ
　Ｒ
ｉａｎ
）

　
吉
田
雅
哉（
吉
田
石
材
店
）

　
和
田
泰
樹（
㈱
銀
水
）

親
睦
委
員
会
委
員
長

　
柴
田
哲
也（
㈲
マ
ツ
ダ
機
械
）

親
睦
委
員
会
副
委
員
長

　
川
本
晃
功（
㈲
北
浜
電
設
）

　
吉
田
典
雄（
第
一
住
器
㈱
）

親
睦
委
員
会

　
加
納
正
一（
本
家
串
焼
　忠
助
）

　
岸
　
翔
大（
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
翔
大
）

　
河
田
達
雄（
河
田
建
設
㈱
）

　
陣
川
真
也（
㈱
神
戸
製
鋼
所
高
砂
製
作
所
）

　
中
西
一
智（
中
西
か
ず
と
も
事
務
所
）

　
橋
本
卓
郎（
ブ
ラ
ッ
ス
リ
ー 

ポ
ー
ル
ロ
ジ
ェ
）

　
藤
本
め
ぐ
み（
㈱
カ
ネ
カ
高
砂
工
業
所
）

ビ
ジ
ネ
ス
・
研
鑽
委
員
会
委
員
長

　
岡
田
正
弥（
曽
根
郵
便
局
）

ビ
ジ
ネ
ス
・
研
鑽
委
員
会
副
委
員
長

　
笹
山
　
剛（
笹
山
運
送
㈱
）

　
村
角
美
紀（
T
・
C
・
C
ほ
っ
と
す
ま
い
る
）

ビ
ジ
ネ
ス
・
研
鑽
委
員
会

　
荒
木
一
弘（
新
井
建
設
工
業
㈱
）

　
石
橋
寛
也（（
同
）B
r
i
d
g
e
）

　
伊
藤
広
海（
e

－

ス
マ
イ
ル
）

　
梅
津
英
生（
但
陽
信
用
金
庫
　高
砂
中
央
支
店
） 

　
塩
﨑
篤
史（
塩
﨑
法
律
事
務
所
）

　
富
田
善
丈（
富
田
善
丈
税
理
士
事
務
所
）

　
橋
本
教
弘（
ア
ク
ア
テ
ッ
ク
㈲
）

　
前
田
佳
祐（
㈱
ハ
リ
マ
ソ
ー
ラ
販
売
）

総
務
・
渉
外
委
員
会
委
員
長

　
木
澤
一
平（
㈲
キ
ザ
ワ
）

総
務
・
渉
外
委
員
会
副
委
員
長

　
丸
山
伸
樹（
魚
伸
）

　
山
本
ま
い
こ（
Ｇｅｍｅ
ｉｎｓｃ
ｈａ
ｆ
ｔ
）

総
務
・
渉
外
委
員
会

　
入
江
昭
輔（
㈲
文
明
樓
）

　
大
西
敏
史（
オ
ー
テ
ィ
㈱
）

　
折
井
　
匠（
㈱
匠
工
芸
）

　
川
口
英
之（
ハ
ナ
ブ
サ
総
建
㈱
）

　
西
田
真
二（
㈱
ニ
ッ
シ
ョ
ー
・
エ
レ
ッ
ク
）

　
松
下
尚
平（
㈱
松
下
石
材
店
）

2



レ
デ
ィ
ー
ス
　ゴー

レディース　ゴー

サロン　ド　リノ　店長

谷本　寿子さん

青
年
部
か
ら

女
性
部
か
ら

は
か
け
が
え
が
な
い
も
の
な
の
で
す
。
う

ま
く
ス
タ
イ
リ
ン
グ
で
き
た
日
は
一
日
中

気
分
が
い
い
で
す
し
…
…
」。

　
で
、
ス
ク
ー
ル
に
4
、
5
年
通
っ
た
後
、

2
0
0
7
年
、
26
歳
の
と
き
に
ネ
イ
リ
ス

ト
技
能
検
定
試
験
の
2
級
に
合

格
し
、
翌
年
か
ら
念
願
だ
っ
た

ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
に
就
職
。
も
ち

ろ
ん
、
し
ん
ど
い
こ
と
も
多
々

あ
っ
た
が
、
好
き
な
仕
事
が
で

き
る
と
い
う
喜
び
に
勝
る
も
の

は
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
寿
子
さ
ん
が
次
に
向
か
っ
た

の
が
ウ
イ
ン
グ
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
の
技
術
の
習
得
。
男
性

諸
氏
の
た
め
に
少
し
説
明
を
し

て
お
く
と
、
こ
れ
は
「
完
成
し

て
い
る
人
工
の
束
の
ま
つ
毛
を

ま
ぶ
た
に
装
着
す
る
、
一
昔
前
の
い
わ
ゆ
る
〝
つ
け
ま

つ
毛
〞
で
は
な
く
、
接
着
剤
（
グ
ル
ー
）
を
使
っ
て
そ

の
人
の
一
本
の
自
ま
つ
毛
に
人
工
の
ま
つ
毛
を
一
本
ず

つ
装
着
し
、
ま
つ
毛
を
含
む
目
元
が
よ
り
自
然
に
、
よ

り
美
し
く
見
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
メ
イ
ク
方
法
」
だ

そ
う
で
、
そ
れ
だ
け
に
「
高
度
な
技
術
が
求
め
ら
れ
る

し
、
何
よ
り
も
集
中
力
と
根
気
が
必
要
な
の
で
す
」
と

話
す
。

　
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
ウ
イ
ン
グ
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
（
ま
つ
毛
エ
ク
ス
テ
）
の
専
門
技
術
者
（
ア
イ
リ
ス

ト
）
に
な
る
た
め
に
は
衛
生
管
理
上
か
ら
も
美
容
師
免

許
の
取
得
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
通
信
教
育
で
免

許
を
取
得
。
そ
の
後
ア
イ
リ
ス
ト
技
能
検
定
試
験
に
も

合
格
し
、
店
長
と
し
て
2
0
1
5
年
10
月
に
「
サ
ロ
ン  

ド
　
リ
ノ
」
の
オ
ー
プ
ン
に
こ
ぎ
着
け
た
。

　「
目
元
に
ま
つ
毛
を
付
け
る
だ
け
で
、
お
顔
の
雰
囲

気
が
変
わ
る
し
、
お
客
様
が
美
し
く
輝
か
れ
る
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
仕
事
な
の
で
、
喜
ん
で
い
た
だ

い
た
と
き
の
達
成
感
に
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

反
対
に
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
う
ま
く
合
わ
な
か
っ
た

と
き
は
落
ち
込
み
ま
す
が
、
ネ
ッ
ト
の
口
コ
ミ
に
コ
メ

ン
ト
を
書
い
て
い
た
だ
い
た
と
き
な
ど
は
う
れ
し
く
て
、

高
い
技
術
で
美
し
い
爪
先
と
目
元
を

高
い
技
術
で
美
し
い
爪
先
と
目
元
を

お
客
様
か
ら
の
反
響
が
喜
び
と
力
に

お
客
様
か
ら
の
反
響
が
喜
び
と
力
に

本
当
に
あ
り
が
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
お
客
様
は
口
コ

ミ
や
お
友
達
の
紹
介
が
多
い
の
で
す
が
、
お
客
様
か
ら

神
戸
で
私
や
サ
ロ
ン
の
こ
と
が
噂
に
な
っ
て
い
た
よ
な

ど
と
お
聞
き
す
る
と
、
も
っ
と
頑
張
ろ
う
と
、
さ
ら
に

や
る
気
が
生
ま
れ
ま
す
」
と
話
す
。

　
と
は
言
い
な
が
ら
も
、
細
か
い
神
経
を
使
い
、
目
を

酷
使
す
る
仕
事
。
そ
れ
だ
け
に
体
調
管
理
に
は
気
を

遣
っ
て
い
る
そ
う
で
、「
特
に
目
の
健
康
に
は
気
を

遣
っ
て
い
ま
す
し
、
予
約
制
で
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
の
で
体
調
の
自
己
管
理
に
は
万
全
の
注
意
を
払
っ
て

い
ま
す
」
と
も
。

　「
美
し
い
も
の
が
好
き
」
な
の
で
、
オ
フ
の
楽
し
み

は
旅
行
だ
っ
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
の
今
は「
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ

ク
ス
で
の
映
画
鑑
賞
が
楽
し
み
」。「
こ
の
仕
事
に
は
感

動
す
る
こ
と
も
と
て
も
大
切
な
ん
で
す
」
と
話
す
。

　
将
来
の
夢
は
「
海
外
に
行
っ
て
仕
事
を
し
た
い
」
こ

と
だ
が
、
身
近
な
夢
と
し
て
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い

る
の
が
、
9
歳
の
一
人
娘
の
梨
乃
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、

高
砂
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
作
っ
た
「
高
砂
ふ
る
さ
と

か
る
た
」
に
出
て
く
る
市
内
の
名
所
を
訪
ね
る
こ
と
。

　
も
う
お
分
か
り
だ
ろ
う
が
、
店
名
の
「
サ
ロ
ン
　
ド  

リ
ノ
」
の
リ
ノ
は
、
娘
さ
ん
の
名
前
、
梨
乃
ち
ゃ
ん
か

ら
取
っ
た
も
の
。
母
親
と
し
て
の
寿
子
さ
ん
が
垣
間
見

え
る
の
で
あ
る
。

贅沢な隠れ家として、
　　　至福の時間をお届けしたい…。

【メモ】サロン　ド　リノ
　　　 高砂市春日野町4－35 
　　　 　　グランメェル435 105号
　　　 ☎079－447－6001
　　　 定休日／不定休（要予約）

美の自己表現だというネイル

大人の隠れ家らしい落ち着いた雰囲気

　
Ｊ
Ｒ
曽
根
駅
か
ら
南
へ
徒
歩
6
分
。
車
な
ら
明
姫
幹

線
高
砂
西
の
信
号
を
北
に
向
か
い
、
陸
橋
の
手
前
を
左

手
に
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
1
階
で
、
大

人
の
隠
れ
家
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
の
が

ネ
イ
ル
＆
ア
イ
ラ
ッ
シ
ュ
サ
ロ
ン
の「
サ
ロ
ン
　
ド
　
リ

ノ
」。
店
長
を
務
め
る
の
が
今
回
紹
介
す
る
谷
本
寿
子

さ
ん
で
あ
る
。

　
1
9
8
0
年
の
生
ま
れ
で
、
大
学
を
中
退
後
、
一
度

は
事
務
職
に
就
い
た
が
、
小
さ
な
頃
か
ら
「
美
し
い
も

の
が
好
き
」。
技
術
家
庭
科
が
得
意
学
科
で
、
手
先
も

器
用
だ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
趣
味
の
ネ
イ
ル
を
仕
事
に

で
き
た
ら
と
、
会
社
勤
め
の
か
た
わ
ら
、
休
日
に
は
加

古
川
の
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
に
通
う
よ
う
に
。

　「
女
性
に
と
っ
て
ネ
イ
ル
と
い
う
の
は
美
の
自
己
表

現
。
美
し
い
も
の
が
手
の
中
に
あ
る
喜
び
っ
て
い
う
の

会
議
所
の
動
き

高
砂
商
工
会
議
所
女
性
部
定
時
総
会
開
催

会
　長
　志
方
由
美
氏

副
会
長
　坂
田
静
代
氏

副
会
長
　佐
野
裕
美
氏

　
6
月
4
日
㈮
　
令
和
元
3
年
度
定
時
総
会
を
書

面
表
決
に
て
開
催
し
、
令
和
2
年
度
事
業
報
告
並

び
に
決
算
報
告
、
令
和
3
年
度
事
業
計
画
並
び
に

収
支
予
算
を
審
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
の
結
果
、

次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

会
　
長
　
志
方
　
由
美
氏（
㈱
シ
カ
タ
）

副
会
長
　
坂
田
　
静
代
氏（
橋
本
建
設
㈱
）

副
会
長
　
佐
野
　
裕
美
氏（
佐
野
歯
科
医
院
）

会
　
計
　
大
村
　
郷
子
氏（
宇
治
園
）

監
　
事
　
籠
谷
美
恵
子
氏（
高
砂
飼
料
工
業
㈱
）

総
務
委
員
長

　
籠
谷
美
恵
子
氏（
高
砂
飼
料
工
業
㈱
）

総
務
委
員
会
理
事

　
八
束
　
菅
子
氏（
魚
亭
や
つ
か
）

　
新
井
　
康
子
氏（
新
井
建
設
工
業
㈱
）

　
坂
本
　
ま
り
氏（
坂
本
ま
り
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
務
所
）

研
修
委
員
長

　
川
端
　
瑞
穂
氏（
く
み
あ
い
生
花
　
カ
ワ
バ
タ
）

研
修
委
員
会
理
事

　
釣
田
ハ
ツ
子
氏（
㈲
つ
り
た
）

　
大
村
　
郷
子
氏（
宇
治
園
）

　
菱
田
　
孝
子
氏（
ハ
リ
マ
ニ
ッ
ク
ス
㈱
）

　
都
倉
　
佳
世
氏
（
㈱
ト
ク
ラ
）

親
睦
委
員
長

　
高
木
　
尚
美
氏（
高
木
ね
じ
㈱
）

親
睦
委
員
会
理
事

　
山
本
　
洋
子
氏（
山
本
敏
信
事
務
所
）

　
堀
　
と
し
子
氏（
堀
　
直
樹
税
理
士
事
務
所
）

　
木
村
　
成
世
氏（
㈱
ア
ガ
ヤ
）

　
大
橋
　
圭
子
氏（
大
橋
石
油
㈱
）

◆
女
性
部
員
募
集
中
◆

　
い
ろ
い
ろ
な
業
種
の
方
々
と
知
り
合
い
、

講
習
会
や
研
修
会
を
通
じ
て
人
脈
づ
く
り
や

会
社
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
に
き
っ
と
お
役
立

て
い
た
だ
け
ま
す
。

入
会
資
格

　
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の
女
性
経
営
者
、

経
営
者
夫
人
、
女
性
管
理
職
等
で
、
本
会
の

趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
方

年
会
費
　
１
２
、０
０
０
円

詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
７
９‐

４
４
３‐

０
５
０
０

　
4
月
26
日
㈪
、当
所
に
お
い
て
高
砂
商
工
会
議
所

青
年
部
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
令
和
2
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
、令
和
3
年
度
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算
が
審
議
の
上
承
認
さ
れ
、「
Ｙ
Ｅ
Ｇ

だ
ョ！
全
員
集
合
」〜
J
o
i
n 

I
t
・
F
i
n
d 

I
t
・
E
n
j
o
y 

I
t
〜
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
3
年
度
役
員
・
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会
　
長
　
西
中
紀
文（
播
州
産
業
㈱
）

副
会
長

　
向
井
　
瞳（
路
地
裏
の
カ
フ
ェ 

K
O
T
I
）

　
廣
田
隆
徳（
廣
田
測
量
登
記
事
務
所
）

　
角
谷
健
二（
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
　Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
）

　
近
澤
　
圭（
㈱
籠
谷
）

副
会
長
兼
会
計
　
藤
川
智
崇（
㈱
シ
ー
ル
ズ
）

監
　
事

　
青
柳
　
淳（
播
磨
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
㈱
）

　
吉
田
英
幸（
積
水
ハ
ウ
ス
㈱
）

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
Ｙ
Ｅ
Ｇ
出
向

　
中
谷
　
淳（
㈱
イ
ン
ス
パ
イ
ア
）

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
増
進
委
員
会
委
員
長

　
滝
野
将
成（
ハ
リ
マ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
㈱
）

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
増
進
委
員
会
副
委
員
長

　
志
野
木
健
二（
土
地
家
屋
調
査
士
・
司
法
書
士

志
野
木
事
務
所
）

　
中
川
和
彦（
中
川
タ
イ
ヤ
商
会
）

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
増
進
委
員
会

　
梅
本
浩
輔（
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
保
険
㈱
）

　
加
古
真
也（
㈱
達
摩
）

　
楠
田
裕
亮（
楠
田
電
機
工
事
）

　
濵
田
賢
太
郎（
㈱
浜
田
工
務
店
）

　
原
田
尚
之（
㈱
ト
ク
ラ
）

　
松
岡
　
誠（
㈱
マ
ツ
オ
カ
）

　
三
枝
慶
之（
三
枝
水
設
）

地
域
活
性
化
委
員
会
委
員
長

　
松
本
　
明（
高
砂
車
輌
整
備
工
業
所
）

地
域
活
性
化
委
員
会
副
委
員
長

　
島
崎
純
子（
り
ら
音
楽
企
画
）

　
森
藤
健
介（
マ
ニ
ュ
ラ
イ
フ
生
命
保
険
㈱
）

地
域
活
性
化
委
員
会

　
上
田
真
輔（
い
ろ
ど
り
・
i
r
o
d
o
r
i
）

　
岸
本
　
長（
㈱
二
建
）

　
髙
石
成
貴（
ソ
ニ
ー
生
命
保
険
㈱
）

高
砂
商
工
会
議
所
青
年
部
定
時
総
会
開
催
！

会
　長
　西
中
紀
文

副
会
長
　向
井
　瞳

副
会
長
　廣
田
隆
徳

副
会
長
　角
谷
健
二

副
会
長
　近
澤
　圭

副
会
長
　藤
川
智
崇

　
山
田
啓
吾（
㈲
ノ
ン
グ
ル
ー
プ
　ヘア
＆
ビュー
テ
ィ
　N
O
N
） 

　
山
田
木
綿
子（
Ｈａ
ｉｒ
　ｓａ
ｌｏｎ
　Ｒ
ｉａｎ
）

　
吉
田
雅
哉（
吉
田
石
材
店
）

　
和
田
泰
樹（
㈱
銀
水
）

親
睦
委
員
会
委
員
長

　
柴
田
哲
也（
㈲
マ
ツ
ダ
機
械
）

親
睦
委
員
会
副
委
員
長

　
川
本
晃
功（
㈲
北
浜
電
設
）

　
吉
田
典
雄（
第
一
住
器
㈱
）

親
睦
委
員
会

　
加
納
正
一（
本
家
串
焼
　忠
助
）

　
岸
　
翔
大（
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
翔
大
）

　
河
田
達
雄（
河
田
建
設
㈱
）

　
陣
川
真
也（
㈱
神
戸
製
鋼
所
高
砂
製
作
所
）

　
中
西
一
智（
中
西
か
ず
と
も
事
務
所
）

　
橋
本
卓
郎（
ブ
ラ
ッ
ス
リ
ー 

ポ
ー
ル
ロ
ジ
ェ
）

　
藤
本
め
ぐ
み（
㈱
カ
ネ
カ
高
砂
工
業
所
）

ビ
ジ
ネ
ス
・
研
鑽
委
員
会
委
員
長

　
岡
田
正
弥（
曽
根
郵
便
局
）

ビ
ジ
ネ
ス
・
研
鑽
委
員
会
副
委
員
長

　
笹
山
　
剛（
笹
山
運
送
㈱
）

　
村
角
美
紀（
T
・
C
・
C
ほ
っ
と
す
ま
い
る
）

ビ
ジ
ネ
ス
・
研
鑽
委
員
会

　
荒
木
一
弘（
新
井
建
設
工
業
㈱
）

　
石
橋
寛
也（（
同
）B
r
i
d
g
e
）

　
伊
藤
広
海（
e

－

ス
マ
イ
ル
）

　
梅
津
英
生（
但
陽
信
用
金
庫
　高
砂
中
央
支
店
） 

　
塩
﨑
篤
史（
塩
﨑
法
律
事
務
所
）

　
富
田
善
丈（
富
田
善
丈
税
理
士
事
務
所
）

　
橋
本
教
弘（
ア
ク
ア
テ
ッ
ク
㈲
）

　
前
田
佳
祐（
㈱
ハ
リ
マ
ソ
ー
ラ
販
売
）

総
務
・
渉
外
委
員
会
委
員
長

　
木
澤
一
平（
㈲
キ
ザ
ワ
）

総
務
・
渉
外
委
員
会
副
委
員
長

　
丸
山
伸
樹（
魚
伸
）

　
山
本
ま
い
こ（
Ｇｅｍｅ
ｉｎｓｃ
ｈａ
ｆ
ｔ
）

総
務
・
渉
外
委
員
会

　
入
江
昭
輔（
㈲
文
明
樓
）

　
大
西
敏
史（
オ
ー
テ
ィ
㈱
）

　
折
井
　
匠（
㈱
匠
工
芸
）

　
川
口
英
之（
ハ
ナ
ブ
サ
総
建
㈱
）

　
西
田
真
二（
㈱
ニ
ッ
シ
ョ
ー
・
エ
レ
ッ
ク
）

　
松
下
尚
平（
㈱
松
下
石
材
店
）
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会
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

※新型コロナウイルス感染拡大により営業時間や定休日が変更になることがあります。事前にご確認ください。

│
ま
ず
、
何
年
に
、
ど
こ
で
お
生
ま
れ

に
な
っ
た
か
教
え
て
下
さ
い
。

　1
9
8
2
年
に
ネ
パ
ー
ル
の
ル
ン
ビ
ニ

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
小
さ
な
村
で
す
が
、

仏
教
の
開
祖
で
あ
る
お
釈
迦
様
が
生
ま
れ

た
聖
地
と
し
て
知
ら
れ
、
巡
礼
の
人
や
観

光
客
の
多
い
と
こ
ろ
で
す
。

│
店
名
の
「
ち
ょ
う
た
り
」
は
ど
う
い

う
意
味
で
す
か
？

　ネ
パ
ー
ル
語
で
、
大
き
な
樹
の
下
で
休

憩
す
る
場
所
、
と
い
っ
た
意
味
で
す
。

│
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
だ
そ
う
で
す
が
、

も
と
も
と
料
理
人
志
望
だ
っ
た
の

で
す
か
？

　は
い
。
料
理
が
好
き
だ
っ
た
し
、
料
理

人
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
違
っ
て
、
歳
が

行
っ
て
も
死
ぬ
ま
で
や
れ
る
、
食
っ
て
い

け
ま
す
か
ら
。
だ
か
ら
大
学
で
も
料
理
を

勉
強
し
、
卒
業
後
は
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て

有
名
な
ド
バ
イ
の
高
級
ホ
テ
ル
に
就
職
。

6
年
間
そ
こ
で
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
な
料
理

を
一
通
り
や
り
ま
し
た
。

│
日
本
へ
は
い
つ
？

　9
年
前
。
2
0
1
2
年
の
6
月
で
す
。

ド
バ
イ
で
一
緒
に
働
い
て
い
た
友
達
の
と

こ
ろ
に
、
京
都
に
い
た
お
兄
さ
ん
か
ら
こ

ち
ら
に
来
な
い
か
と
い
う
話
が
あ
り
、
私

も
誘
わ
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
京
都
に
し

ば
ら
く
い
て
、
そ
れ
か
ら
高
砂
の
「
ち
ょ

う
た
り
」
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

│
す
ご
い
決
断
力
と
行
動
力
で
す
ね
。

　私
の
お
父
さ
ん
は
学
校
の
先
生
だ
っ
た

の
で
す
が
、
い
つ
だ
っ
た
か
、
私
が
バ
イ

ク
が
欲
し
い
と
言
っ
た
ら
、
じ
ゃ
あ
、
自

分
で
お
金
を
作
り
な
さ
い
。
バ
イ
ク
を
買

う
ぐ
ら
い
の
お
金
な
ら
家
に
も
あ
る
け
ど
、

自
分
が
欲
し
い
と
思
っ
た
も
の
は
、
自
分

の
手
で
稼
い
だ
お
金
で
買
い
な
さ
い
と
教

え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
父
の
教
え
が

あ
っ
た
か
ら
自
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、

自
分
一
人
で
頑
張
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

│
高
砂
の
印
象
は
い
か
が
で
し
た
か
？

　こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
町
は
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。
実
は
、
山
電
の
高
砂
駅
に
着
い

て
、「
ち
ょ
う
た
り
」
に
行
こ
う
と
し
た

の
で
す
が
、
そ
の
と
き
は
ま
だ
日
本
語
が

き
ち
ん
と
話
せ
な
か
っ
た
し
、
字
も
読
め

な
い
。
そ
れ
で
困
っ
て
い
た
ら
、
一
人
の

女
子
高
生
が
、
い
っ
た
ん
改
札
口
を
入
っ

て
帰
り
か
け
て
い
た
の
に
、
困
っ
て
い
る

私
を
見
て
わ
ざ
わ
ざ
引
き
返
し
て
き
て
、

店
ま
で
案
内
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
が
す
ご

く
印
象
に
残
り
、「
高
砂
は
良
い
人
の
町

だ
」
と
思
い
ま
し
た
。
人
が
一
杯
い
る
と

こ
ろ
は
好
き
じ
ゃ
な
い
の
で
、
そ
の
意
味

で
も
高
砂
は
私
に
と
っ
て
ち
ょ
う
ど
良
い

町
で
し
た
。

│
料
理
や
お
店
の
こ
と
で
工
夫
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
？

　本
場
の
イ
ン
ド
・
ネ
パ
ー
ル
料
理
を
お

腹
い
っ
ぱ
い
堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い
の

で
、
カ
レ
ー
や
ナ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
タ
ン
ド

リ
ー
チ
キ
ン
な
ど
料
理
の
味
と
ボ
リ
ュ
ー

ム
ア
ッ
プ
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

で
き
る
だ
け
早
く
お
客
さ
ん
の
顔
と
味
の

好
み
を
覚
え
、
塩
や
ス
パ
イ
ス
の
量
を
調

整
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
私
の
よ
う
な
外
国
人
が
や
っ
て

い
る
店
だ
と
、
お
客
さ
ん
も
入
り
に
く
い

み
た
い
な
の
で
、
表
の
看
板
に
「
当
店
の

シ
ェ
フ
は
日
本
語
が
わ
か
り
ま
す
」
と
書

い
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
商
工
会
議

所
が
や
っ
て
い
る
バ
ル
や
万
灯
祭
に
も
積

極
的
に
参
加
し
、
少
し
で
も
多
く
の
人
に

店
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

│
オ
フ
の
楽
し
み
は
何
で
す
か
？

　今
は
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
行
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
ジ
ム
に
通
う
こ
と
で
す
。
し
ば
ら

く
休
ん
で
い
る
の
で
筋
肉
は
落
ち
ま
し
た

が
、
腕
相
撲
な
ら
負
け
な
い
自
信
が
あ
り

ま
す
。

│
商
工
会
議
所
の
会
員
に
な
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
会
議
所
に
何
か
注
文
は
？

　税
金
の
こ
と
と
か
給
付
金
の
こ
と
と
か
、

私
た
ち
外
国
人
に
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

多
い
の
で
、
相
談
に
行
っ
た
ら
と
て
も
親

切
に
教
え
て
も
ら
え
る
し
、
と
て
も
助

か
っ
て
い
ま
す
。
会
費
も
半
年
で
わ
ず
か

4
5
0
0
円
。
皆
さ
ん
、
何
で
入
ら
な
い

の
か
私
に
は
不
思
議
で
す
。

│
最
後
に
、
何
か
言
っ
て
お
き
た
い
こ

と
が
あ
れ
ば
…
…

　緊
急
事
態
宣
言
下
で
、
お
店
は
し
ば
ら

く
ク
ロ
ー
ズ
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
間

を
利
用
し
て
、
自
分
で
店
の
外
壁
を
塗
り

替
え
た
り
、
壁
紙
を
貼
り
替
え
た
り
し
ま

し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
ら
、

前
よ
り
き
れ
い
に
な
っ
た
「
ち
ょ
う
た

り
」
に
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。

│
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
日
し
て
９
年
。
本
場
の
味
を
高
砂
の
皆
さ
ん
に
！

　高砂商工会議所の会員に、企業
人としての抱負などについて聞く
このコーナー。今回はネパールか
ら来日し、高砂駅の近くで「ちょ
うたり」という食堂を開くカンデ
ル・バラトさんにお話をうかがい
ました。

人気メニューの「サグチキン｣

黄色い外壁が印象的な店の外観

●インド・ネパール食堂ちょうたり
　高砂市高砂町朝日町3－192－7
　☎079－442－7337
　営業時間／≪火～日≫11：00～14：30
　　　　　　　　　　　17：00～22：00
　定 休 日／月曜日
　http://chautari.aikotoba.jp

インド・ネパール食堂ちょうたり

カンデル・バラトさん

　
4
月
1
日
、
高
砂
銀
座
商
店
街

に
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
を
備
え
た
「
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｃ
　
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｏ
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
高
砂
商
工
会
議
所
が
高
砂
町
の

空
き
家
・
空
き
店
舗
対
策
と
し
て

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
系
の
産
業
や

人
を
誘
致
し
、
人
と
ま
ち
を
結
び

つ
け
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

よ
う
」
と
、
㈱
黒
田
金
物
の
黒
田

昌
宏
さ
ん
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
2
0
1
9

年
か
ら
始
め
た
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
環
で
、
今
年
1
月
か
ら
の
試
行
期
間

を
経
て
本
格
稼
働
を
始
め
た
も
の
で
す
。

　
黒
田
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
高
砂
市
に
限
ら
ず
、

地
方
都
市
の
人
口
減
少
の
歯
止
め
が
き
か
な

い
中
で
、
商
工
会
議
所
と
し
て
や
れ
る
こ
と

は
な
い
か
と
考
え
、「
海
岸
線
に
大
企
業
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
、
そ
こ
と
取
引
す
る
こ
と
で

多
く
の
地
元
企
業
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い

う
高
砂
市
の
現
状
を
踏
ま
え
、
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
の
た
め
に
必
要
な

情
報
の
共
有
や
横
と
の
つ
な

が
り
を
求
め
、
と
に
か
く
人

が
集
ま
っ
て
く
る
場
を
作
り

た
い
」
と
の
思
い
に
至
っ
た

の
だ
と
か
。

　
そ
こ
で
建
物
の
2
階
部
分

は「
企
業
内
起
業
家
空
間
」と

し
、
8
つ
の
デ
ス
ク
と
会
議

ス
ペ
ー
ス
を
完
備
し
た
シ
ェ

ア
オ
フ
ィ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　
も
っ
か
の
と
こ
ろ
は
黒
田

さ
ん
ら
市
内
の
企
業
の
経
営

者
〜
若
手
社
員
が
毎
週
水
曜

日
に
集
ま
り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
る
と
の
事
。

　「
異
業
種
間
同
士
で
、し
か

も
年
齢
・
立
場
に
関
係
な
く
フ
ラ
ッ
ト
な
関

係
な
の
で
、色
ん
な
意
見
を
出
す
事
が
で
き
新

し
い
発
見
も
有
り
ま
す
。企
業
内
起
業
を
目
指

す
人
や
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
目
指
す
人

に
と
っ
て
は
貴
重
な
場
に
な
る
の
で
は
」と
黒

田
さ
ん
。
高
砂
商
工
会
議
所
を
通
し
て
全
国

各
地
の
い
ろ
ん
な
情
報
や
、資
金
調
達
に
役
立

つ
補
助
金
や
助
成
金
な
ど
に
関
す
る
情
報
が

入
り
や
す
い
の
も
魅
力
の
一
つ
だ
そ
う
で
す
。

　
一
方
、
1
階
は
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

や
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
誰
も
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
運
営
に
当

た
っ
て
い
る
の
は
建
設
業
界
の
人
手
不
足
を

改
善
す
る
ア
プ
リ
を
開
発
中
の
株
式
会
社
Ｓ

Ｕ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
Ａ
の
杉
田
暁
さ
ん
。
広
島
の
会
社

に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
高
砂
で
起
業

し
た
い
と
考
え
、
商
工
会
議
所
に
相
談
。

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ
と
を
知

り
、
運
営
側
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
、

「
今
か
ら
何
か
を
始
め
た
い
な
と
考
え
て
い

る
人
が
、
手
掛
か
り
を
求
め
て
ふ
ら
っ
と
立

ち
寄
れ
る
場
所
に
な
れ
ば
…
…
。
こ
こ
で
何

か
を
見
つ
け
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を

求
め
る
方
が
出
て
く
れ
ば
、
2
階
の
企
業
内

起
業
空
間
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま

す
か
ら
」
と
杉
田
さ
ん
。
人
と
人
が
リ
ン
ク

し
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
シ
ー
ン
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

2階部分のシェアオフィス

｢LINC SHARE TIME」のメンバー

※キャッシュレス決済対応

平　日 / 9：00 ～ 17：00
土日祝 / 9：00 ～ 17：00（イベント開催時のみ）

会議室利用
Wi-Fi付（コーヒー1杯付）

1時間　1,100 円

1 階スペース
Wi-Fi付（コーヒー飲み放題）

3時間 / 550 円
1 日 / 1,100 円

料金システム

営業時間

〒676-0068 兵庫県高砂市高砂町鍛治屋町1414（山陽高砂駅徒歩10分）
アクセス

高砂駅

徒歩10分

十輪寺

徒歩3分

高砂神社

徒歩10分コミュニティー
センター

魔法のパンケーキさん つりたさん 宇治園さん中屋さん田中模型店さん

アガヤさん

N

高砂 銀座商店街
1階スペース貸出（土日祝）
平日ご利用も可能です。
一度ご相談下さい。

1時間　1,100 円

株式会社 SUGITA運 営 高砂商工会議所協 力

メール： 電 話：問い合わせ

高砂銀座商店街に
LINC TAKASAGOが誕生！

黒田昌宏さん(左)と杉田暁さん
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会
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

※新型コロナウイルス感染拡大により営業時間や定休日が変更になることがあります。事前にご確認ください。

│
ま
ず
、
何
年
に
、
ど
こ
で
お
生
ま
れ

に
な
っ
た
か
教
え
て
下
さ
い
。

　1
9
8
2
年
に
ネ
パ
ー
ル
の
ル
ン
ビ
ニ

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
小
さ
な
村
で
す
が
、

仏
教
の
開
祖
で
あ
る
お
釈
迦
様
が
生
ま
れ

た
聖
地
と
し
て
知
ら
れ
、
巡
礼
の
人
や
観

光
客
の
多
い
と
こ
ろ
で
す
。

│
店
名
の
「
ち
ょ
う
た
り
」
は
ど
う
い

う
意
味
で
す
か
？

　ネ
パ
ー
ル
語
で
、
大
き
な
樹
の
下
で
休

憩
す
る
場
所
、
と
い
っ
た
意
味
で
す
。

│
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
だ
そ
う
で
す
が
、

も
と
も
と
料
理
人
志
望
だ
っ
た
の

で
す
か
？

　は
い
。
料
理
が
好
き
だ
っ
た
し
、
料
理

人
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
違
っ
て
、
歳
が

行
っ
て
も
死
ぬ
ま
で
や
れ
る
、
食
っ
て
い

け
ま
す
か
ら
。
だ
か
ら
大
学
で
も
料
理
を

勉
強
し
、
卒
業
後
は
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て

有
名
な
ド
バ
イ
の
高
級
ホ
テ
ル
に
就
職
。

6
年
間
そ
こ
で
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
な
料
理

を
一
通
り
や
り
ま
し
た
。

│
日
本
へ
は
い
つ
？

　9
年
前
。
2
0
1
2
年
の
6
月
で
す
。

ド
バ
イ
で
一
緒
に
働
い
て
い
た
友
達
の
と

こ
ろ
に
、
京
都
に
い
た
お
兄
さ
ん
か
ら
こ

ち
ら
に
来
な
い
か
と
い
う
話
が
あ
り
、
私

も
誘
わ
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
京
都
に
し

ば
ら
く
い
て
、
そ
れ
か
ら
高
砂
の
「
ち
ょ

う
た
り
」
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

│
す
ご
い
決
断
力
と
行
動
力
で
す
ね
。

　私
の
お
父
さ
ん
は
学
校
の
先
生
だ
っ
た

の
で
す
が
、
い
つ
だ
っ
た
か
、
私
が
バ
イ

ク
が
欲
し
い
と
言
っ
た
ら
、
じ
ゃ
あ
、
自

分
で
お
金
を
作
り
な
さ
い
。
バ
イ
ク
を
買

う
ぐ
ら
い
の
お
金
な
ら
家
に
も
あ
る
け
ど
、

自
分
が
欲
し
い
と
思
っ
た
も
の
は
、
自
分

の
手
で
稼
い
だ
お
金
で
買
い
な
さ
い
と
教

え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
父
の
教
え
が

あ
っ
た
か
ら
自
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、

自
分
一
人
で
頑
張
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

│
高
砂
の
印
象
は
い
か
が
で
し
た
か
？

　こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
町
は
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。
実
は
、
山
電
の
高
砂
駅
に
着
い

て
、「
ち
ょ
う
た
り
」
に
行
こ
う
と
し
た

の
で
す
が
、
そ
の
と
き
は
ま
だ
日
本
語
が

き
ち
ん
と
話
せ
な
か
っ
た
し
、
字
も
読
め

な
い
。
そ
れ
で
困
っ
て
い
た
ら
、
一
人
の

女
子
高
生
が
、
い
っ
た
ん
改
札
口
を
入
っ

て
帰
り
か
け
て
い
た
の
に
、
困
っ
て
い
る

私
を
見
て
わ
ざ
わ
ざ
引
き
返
し
て
き
て
、

店
ま
で
案
内
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
が
す
ご

く
印
象
に
残
り
、「
高
砂
は
良
い
人
の
町

だ
」
と
思
い
ま
し
た
。
人
が
一
杯
い
る
と

こ
ろ
は
好
き
じ
ゃ
な
い
の
で
、
そ
の
意
味

で
も
高
砂
は
私
に
と
っ
て
ち
ょ
う
ど
良
い

町
で
し
た
。

│
料
理
や
お
店
の
こ
と
で
工
夫
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
？

　本
場
の
イ
ン
ド
・
ネ
パ
ー
ル
料
理
を
お

腹
い
っ
ぱ
い
堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い
の

で
、
カ
レ
ー
や
ナ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
タ
ン
ド

リ
ー
チ
キ
ン
な
ど
料
理
の
味
と
ボ
リ
ュ
ー

ム
ア
ッ
プ
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

で
き
る
だ
け
早
く
お
客
さ
ん
の
顔
と
味
の

好
み
を
覚
え
、
塩
や
ス
パ
イ
ス
の
量
を
調

整
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
私
の
よ
う
な
外
国
人
が
や
っ
て

い
る
店
だ
と
、
お
客
さ
ん
も
入
り
に
く
い

み
た
い
な
の
で
、
表
の
看
板
に
「
当
店
の

シ
ェ
フ
は
日
本
語
が
わ
か
り
ま
す
」
と
書

い
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
商
工
会
議

所
が
や
っ
て
い
る
バ
ル
や
万
灯
祭
に
も
積

極
的
に
参
加
し
、
少
し
で
も
多
く
の
人
に

店
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

│
オ
フ
の
楽
し
み
は
何
で
す
か
？

　今
は
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
行
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
ジ
ム
に
通
う
こ
と
で
す
。
し
ば
ら

く
休
ん
で
い
る
の
で
筋
肉
は
落
ち
ま
し
た

が
、
腕
相
撲
な
ら
負
け
な
い
自
信
が
あ
り

ま
す
。

│
商
工
会
議
所
の
会
員
に
な
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
会
議
所
に
何
か
注
文
は
？

　税
金
の
こ
と
と
か
給
付
金
の
こ
と
と
か
、

私
た
ち
外
国
人
に
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

多
い
の
で
、
相
談
に
行
っ
た
ら
と
て
も
親

切
に
教
え
て
も
ら
え
る
し
、
と
て
も
助

か
っ
て
い
ま
す
。
会
費
も
半
年
で
わ
ず
か

4
5
0
0
円
。
皆
さ
ん
、
何
で
入
ら
な
い

の
か
私
に
は
不
思
議
で
す
。

│
最
後
に
、
何
か
言
っ
て
お
き
た
い
こ

と
が
あ
れ
ば
…
…

　緊
急
事
態
宣
言
下
で
、
お
店
は
し
ば
ら

く
ク
ロ
ー
ズ
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
間

を
利
用
し
て
、
自
分
で
店
の
外
壁
を
塗
り

替
え
た
り
、
壁
紙
を
貼
り
替
え
た
り
し
ま

し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
ら
、

前
よ
り
き
れ
い
に
な
っ
た
「
ち
ょ
う
た

り
」
に
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。

│
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
日
し
て
９
年
。
本
場
の
味
を
高
砂
の
皆
さ
ん
に
！

　高砂商工会議所の会員に、企業
人としての抱負などについて聞く
このコーナー。今回はネパールか
ら来日し、高砂駅の近くで「ちょ
うたり」という食堂を開くカンデ
ル・バラトさんにお話をうかがい
ました。

人気メニューの「サグチキン｣

黄色い外壁が印象的な店の外観

●インド・ネパール食堂ちょうたり
　高砂市高砂町朝日町3－192－7
　☎079－442－7337
　営業時間／≪火～日≫11：00～14：30
　　　　　　　　　　　17：00～22：00
　定 休 日／月曜日
　http://chautari.aikotoba.jp

インド・ネパール食堂ちょうたり

カンデル・バラトさん

　
4
月
1
日
、
高
砂
銀
座
商
店
街

に
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
を
備
え
た
「
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｃ
　
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｏ
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
高
砂
商
工
会
議
所
が
高
砂
町
の

空
き
家
・
空
き
店
舗
対
策
と
し
て

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
系
の
産
業
や

人
を
誘
致
し
、
人
と
ま
ち
を
結
び

つ
け
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

よ
う
」
と
、
㈱
黒
田
金
物
の
黒
田

昌
宏
さ
ん
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
2
0
1
9

年
か
ら
始
め
た
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
環
で
、
今
年
1
月
か
ら
の
試
行
期
間

を
経
て
本
格
稼
働
を
始
め
た
も
の
で
す
。

　
黒
田
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
高
砂
市
に
限
ら
ず
、

地
方
都
市
の
人
口
減
少
の
歯
止
め
が
き
か
な

い
中
で
、
商
工
会
議
所
と
し
て
や
れ
る
こ
と

は
な
い
か
と
考
え
、「
海
岸
線
に
大
企
業
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
、
そ
こ
と
取
引
す
る
こ
と
で

多
く
の
地
元
企
業
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い

う
高
砂
市
の
現
状
を
踏
ま
え
、
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
の
た
め
に
必
要
な

情
報
の
共
有
や
横
と
の
つ
な

が
り
を
求
め
、
と
に
か
く
人

が
集
ま
っ
て
く
る
場
を
作
り

た
い
」
と
の
思
い
に
至
っ
た

の
だ
と
か
。

　
そ
こ
で
建
物
の
2
階
部
分

は「
企
業
内
起
業
家
空
間
」と

し
、
8
つ
の
デ
ス
ク
と
会
議

ス
ペ
ー
ス
を
完
備
し
た
シ
ェ

ア
オ
フ
ィ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　
も
っ
か
の
と
こ
ろ
は
黒
田

さ
ん
ら
市
内
の
企
業
の
経
営

者
〜
若
手
社
員
が
毎
週
水
曜

日
に
集
ま
り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
る
と
の
事
。

　「
異
業
種
間
同
士
で
、し
か

も
年
齢
・
立
場
に
関
係
な
く
フ
ラ
ッ
ト
な
関

係
な
の
で
、色
ん
な
意
見
を
出
す
事
が
で
き
新

し
い
発
見
も
有
り
ま
す
。企
業
内
起
業
を
目
指

す
人
や
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
目
指
す
人

に
と
っ
て
は
貴
重
な
場
に
な
る
の
で
は
」と
黒

田
さ
ん
。
高
砂
商
工
会
議
所
を
通
し
て
全
国

各
地
の
い
ろ
ん
な
情
報
や
、資
金
調
達
に
役
立

つ
補
助
金
や
助
成
金
な
ど
に
関
す
る
情
報
が

入
り
や
す
い
の
も
魅
力
の
一
つ
だ
そ
う
で
す
。

　
一
方
、
1
階
は
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

や
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
誰
も
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
運
営
に
当

た
っ
て
い
る
の
は
建
設
業
界
の
人
手
不
足
を

改
善
す
る
ア
プ
リ
を
開
発
中
の
株
式
会
社
Ｓ

Ｕ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
Ａ
の
杉
田
暁
さ
ん
。
広
島
の
会
社

に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
高
砂
で
起
業

し
た
い
と
考
え
、
商
工
会
議
所
に
相
談
。

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ
と
を
知

り
、
運
営
側
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
、

「
今
か
ら
何
か
を
始
め
た
い
な
と
考
え
て
い

る
人
が
、
手
掛
か
り
を
求
め
て
ふ
ら
っ
と
立

ち
寄
れ
る
場
所
に
な
れ
ば
…
…
。
こ
こ
で
何

か
を
見
つ
け
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を

求
め
る
方
が
出
て
く
れ
ば
、
2
階
の
企
業
内

起
業
空
間
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま

す
か
ら
」
と
杉
田
さ
ん
。
人
と
人
が
リ
ン
ク

し
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
シ
ー
ン
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

2階部分のシェアオフィス

｢LINC SHARE TIME」のメンバー

※キャッシュレス決済対応

平　日 / 9：00 ～ 17：00
土日祝 / 9：00 ～ 17：00（イベント開催時のみ）

会議室利用
Wi-Fi付（コーヒー1杯付）

1時間　1,100 円

1 階スペース
Wi-Fi付（コーヒー飲み放題）

3時間 / 550 円
1 日 / 1,100 円

料金システム

営業時間

〒676-0068 兵庫県高砂市高砂町鍛治屋町1414（山陽高砂駅徒歩10分）
アクセス

高砂駅

徒歩10分

十輪寺

徒歩3分

高砂神社

徒歩10分コミュニティー
センター

魔法のパンケーキさん つりたさん 宇治園さん中屋さん田中模型店さん

アガヤさん

N

高砂 銀座商店街
1階スペース貸出（土日祝）
平日ご利用も可能です。
一度ご相談下さい。

1時間　1,100 円

株式会社 SUGITA運 営 高砂商工会議所協 力

メール： 電 話：問い合わせ

高砂銀座商店街に
LINC TAKASAGOが誕生！

黒田昌宏さん(左)と杉田暁さん
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高砂
ゆかりの人々

宮
本
武
蔵
の
養
子
で
、
小
倉
藩
筆
頭
家
老
と
な
っ
た

私のお気に入りの店

私
の
お
気
に
入
り
の
店

私
の
お
気
に
入
り
の
店

私の宝物私の宝物 ～ My Treasure ～～ My Treasure ～

私
の
宝
物

竜山石を使った「宮本武蔵・伊織生誕地碑｣

右が武蔵・左が伊織の像

さ
ら
に
は
ゆ
か
り
の
資
料
館
を
設
け
る
な

ど
、
そ
の
顕
彰
と
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
き
た
。

　
残
念
な
が
ら
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
が
進

み
、
以
前
ほ
ど
の
活
動
に
は
取
り
組
め
て

い
な
い
が
、
顕
彰
会
の
副
会
長
で
西
光
寺

名
誉
住
職（
前
住
職
）で
も
あ
る
檀
上
洪
司

さ
ん
は
、
寺
の
境
内
に
宮
本
武
蔵
・
伊
織

之
像
「
文
武
両
道
」
や
「
五
輪
の
庭
」
を

設
け
る
な
ど
地
道
な
活
動
を
続
け
、
Ｐ
Ｒ

に
当
た
っ
て
い
る
。
私
た
ち
高
砂
市
民
も

檀
上
さ
ん
ら
の
努
力
に
応
え
、
高
砂
・
米

田
が
生
ん
だ
武
蔵
と
伊
織
を
こ
れ
か
ら
も

語
り
継
い
で
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

語
り
継
ぎ
た
い
武
蔵
と
伊
織

　
そ
の
伊
織
、
武
蔵
に
比
べ
て
知
名
度
は

低
い
が
、
な
か
な
か
優
れ
た
人
物
だ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

　
武
蔵
の
兄
・
田
原
久
光
の
子
で
、
武
蔵

の
養
子
と
な
っ
た
伊
織
は
、
15
歳
の
頃
に

明
石
藩
主
小
笠
原
忠
政
に
仕
え
る
よ
う
に

な
り
、
忠
政
の
国
替
え
に
従
っ
て
豊
前

（
福
岡
県
）
小
倉
に
移
っ
た
。
そ
し
て
弱

冠
20
歳
の
と
き
に
家
老
の
要
職
に
就
き
、

寛
永
15
年
（
1
6
3
8
）
に
は
主
の
忠
政

と
共
に
島
原
の
乱
に
侍
大
将
と
し
て
出
陣
。

目
覚
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
、
そ
の
功
に
よ

り
4
千
5
百
石
に
加
禄
さ
れ
て
い
る
。
　

　　
吉
川
英
治
の
小
説
『
宮
本
武
蔵
』
が
、

武
蔵
の
出
生
地
を
米
田
で
な
く
作
州
宮
本

村
（
岡
山
県
美
作
市
）
と
し
た
た
め
、
高

砂
市
民
で
も
武
蔵
が
高
砂
生
ま
れ
で
あ
る

こ
と
を
知
る
人
は
少
な
か
っ
た
が
、
そ
の

中
に
あ
っ
て
武
蔵
、
伊
織
の
研
究
や
生
誕

地
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
の
が
「
宮
本

武
蔵
・
伊
織
顕
彰
会
」
の
皆
さ
ん
。
地
元

の
米
田
町
自
治
会
が
中
心
と
な
っ
て
昭
和

59
年（
1
9
8
4
）に
発
足
。こ
れ
ま
で
に

も
武
道
大
会
を
中
心
と
し
た
「
武
蔵
・
伊

織
ま
つ
り
」
の
開
催
や
、
米
田
天
神
社
南

側
の
地
元
産
の
竜
山
石
を
使
っ
た
巨
大
な

「
宮
本
武
蔵
・
伊
織
生
誕
地
碑
」
の
建
立
、

こ
に
も
武
蔵
を
「
播
州
の
英
産
　
赤
松
末

葉
」
と
記
し
て
い
る
。

　
3
つ
め
が
北
九
州
市
の
宮
本
家
に
伝
え

ら
れ
て
い
る
「
宮
本
家
系
図
」
で
、
そ
こ

で
は
武
蔵
は
天
正
10
年
の
生
ま
れ
で
、
武

蔵
と
伊
織
は
播
磨
の
豪
族
赤
松
家
の
直
系

の
子
孫
だ
と
し
て
い
る
。

　
4
つ
め
が
承
応
2
年
（
1
6
5
3
）
に

伊
織
が
一
族
の
者
と
、
故
郷
の
氏
神
で
あ

る
加
古
川
市
の
泊
神
社
と
高
砂
市
米
田
町

の
米
田
天
神
社
を
再
建
し
た
際
に
奉
納
し

た
棟
札
の
記
述
で
、
第
一
級
資
料
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
に
は
概
ね
「
自
分
た
ち
は
赤
松
氏

の
末
裔
で
、
先
祖
の
赤
松
持
貞
の
時
に
不

始
末
が
あ
っ
た
の
で
姓
を
田
原
と
変
え
、

米
墜
邑
（
高
砂
市
米
田
町
米
田
）
に
子
孫

代
々
住
ん
だ
」「
天
正
の
頃（
1
5
7
3
〜

1
5
9
3
年
）、
作
州
に
神
免
（
新
免
）
と

い
う
武
士
が
い
た
が
、
後
継
ぎ
が
な
い
ま

ま
亡
く
な
っ
た
の
で
、
武
蔵
が
家
を
継
ぎ
、

後
に
宮
本
と
氏
を
改
め
た
」「
そ
の
武
蔵

に
も
後
継
ぎ
が
な
か
っ
た
た
め
、
甥
の
伊

織
を
養
子
に
し
た
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い

る
。

　
伊
織
は
両
神
社
の
再
建
に
当
た
る
だ
け

で
な
く
、
米
田
天
神
社
の
境
内
に
あ
る
神

宮
寺
に
「
三
十
六
歌
仙
額
」
や
「
鰐
口
」
を

寄
進
し
て
お
り
、
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
米

田
に
対
す
る
思
い
の
強
さ
が
く
み
取
れ
る
。

米
田
出
身
説
を
裏
付
け
る
棟
札

　
剣
聖
と
う
た
わ
れ
た
宮
本
武
蔵
と
、
そ

の
甥
で
武
蔵
の
養
子
と
な
っ
た
伊
織
が
高

砂
ゆ
か
り
の
人
で
あ
る
こ
と
は
以
前
に
も

紹
介
し
た
が
、
そ
の
根
拠
と
さ
れ
る
の
が

以
下
の
4
点
で
あ
る
。

　
1
つ
は
武
蔵
自
身
が
著
し
た『
五
輪
書
』

に
「
生
国
播
磨
の
武
士
」
と
述
べ
て
お
り
、

武
蔵
の
伝
記
と
し
て
知
ら
れ
る
『
二
天

記
』
に
も
武
蔵
が
天
正
12
年
（
1
5
8

5
）
に
播
州
に
生
ま
れ
る
と
し
て
い
る
。

　
2
つ
め
は
後
に
豊
前
（
福
岡
県
）
小
倉

藩
の
筆
頭
家
老
と
な
っ
た
伊
織
が
小
倉
・

手
向
山
に
建
て
た
武
蔵
の
顕
彰
碑
で
、
そ

宮
本
伊
織

み

　や

も

　と

い

お

　り

伊織ゆかりの米田天神社

[推薦の言葉]
　現役スイマーの店主が営む焼肉
と名物唐々鍋のお店です。
　地元の水泳関係者をはじめ、多
くの方々にも長年愛され、美味し
い料理を食しながら、楽しい時間
を共有できる集いの場となってい
ます。

　県
道
43
号
高
砂
北
条
線
沿
い
に
あ
る
「
唐
々

鍋
の
店

　荒
井
店
」。
黒
い
外
壁
に
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
「
1
9
7
4
年
創
業
本
店
ま
る
よ
し
直

伝
の
味

　唐
々
鍋
の
店

　荒
井
店
」
の
文
字
が

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
。

　そ
の
文
字
が
表
す
よ
う
に
、
こ
の
店
は
オ
ー

ナ
ー
の
松
下
和
司
さ
ん
が
、
姫
路
市
砥
堀
に
あ

る
唐
々
鍋
の
発
祥
の
店
「
本
店
ま
る
よ
し
」
で

修
業
し
、
店
長
の
経
験
な
ど
を
経
て
、「
の
れ

ん
分
け
」
の
形
で
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
も
の
。

　唐
々
鍋
は
様
々
な
香
辛
料
を
加
え
た
味
噌
と

醤
油
が
ベ
ー
ス
の
出
汁
に
、
ホ
ル
モ
ン
、
肉
団

子
、
豆
腐
、
油
揚
げ
、
白
ネ
ギ
、
も
や
し
、
ワ

カ
メ
な
ど
を
投
入
し
た
贅
沢
な
和
風
鍋
。
ホ
ル

モ
ン
な
ど
は
加
古
川
市
志
方
町
の
信
頼
で
き
る

業
者
か
ら
新
鮮
な
も
の
を
仕
入
れ
て
い
る
が
、

味
の
決
め
手
と
な
る
味
噌
だ
け
は
今
も
本
店
ま目を引く外壁の文字

し
の
直
伝
の
味
だ
と
か
。

　店
の
も
う
一
つ
の
売
り
が
無
煙
ロ
ー
ス

タ
ー
で
焼
く
「
唐
々
焼
」。
タ
レ
で
焼
く

か
、
塩
で
焼
く
か
は
選
べ
る
が
、
松
下
さ

ん
に
よ
れ
ば
、
タ
レ
で
は
な
く
塩
で
鶏
肉

や
牛
肉
、
タ
ン
や
ホ
ル
モ
ン
を
焼
く
の
が

唐
々
焼
の
真
骨
頂
だ
そ
う
で
、
他
店
に
な

い
食
し
方
。
塩
焼
肉
を
食
べ
て
か
ら
唐
々

鍋
に
移
る
の
が
定
番
だ
と
も
話
す
。

　建
築
士
の
友
人
が
設
計
し
、
緊
急
事
態

宣
言
で
休
業
し
て
い
る
間
に
リ
フ
ォ
ー
ム

し
た
と
い
う
店
内
は
、
焼
肉
店
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
広
く
、
明
る
く
、
開
放
感
た
っ

ぷ
り
。
最
大
78
人
が
収
容
で
き
る
そ
う
だ

が
、
平
日
は
荒
井
の
工
場
な
ど
で
働
く
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
、
土
日
は
家
族
連
れ
で
に
ぎ

わ
う
と
い
う
。

る
よ
し
か
ら
調
達

し
て
い
る
と
い
う
。

　辛
さ
の
レ
ベ
ル

が
0
番
か
ら
30
番

ま
で
あ
り
、
客
は

好
み
の
辛
さ
を
選

べ
る
が
、
や
は
り

1
番
、
2
番
あ
た

り
の
マ
イ
ル
ド
な

辛
さ
が
人
気
。
そ

こ
に
ホ
ル
モ
ン
や

野
菜
の
う
ま
み
が

加
わ
っ
て
、「
味

に
丸
み
」
が
あ
る

の
が
本
店
ま
る
よ

黒瀬株式会社　　　　

黒瀬 博彦さん

●唐々鍋の店　荒井店
　高砂市荒井町小松原5－14－2
　☎079－443－6632
　営業時間／16：00～24：00
　定 休 日／火曜日(祝日・祝前日は営業）

本
店
ま
る
よ
し
直
伝
の
味
を

　高
砂
の
皆
さ
ん
に
届
け
た
い

※新型コロナウイルス感染拡大により営業時間や定休日が変更になることがあります。事前にご確認ください。

株式会社福助堂

河野 亜樹子さんハーレーダビッドソン
　　スポーツスター１２００

　6年前に趣味だった空手をやめ、空いた時間
に何かしようと考えていたときに、バイクが趣
味で、ホンダのゴールドウイングに乗っていた
主人が「バイクに乗ってみないか」と誘ってく
れたのが事の始まりです。
　で、二人で姫路のハーレーカスタム専門店に
行き、バイクにまたがらせてもらい、お店の方
がエンジンをかけて下さったのですが、そのと
きのお腹に響き渡るようなエンジン音に「すご
いなあ」「かっこいいなあ」「これがハーレーか」
とすっかり虜になってしまったのです。
　それで翌年41歳の時に中型の、その翌年に大
型免許を取得。スポーツスター1200を購入しま
した。

　このバイクのおかげで、洗車しているときな
どにご近所の方からお声をかけていただくこと
も多く、一昨年には私と夫、大学生の息子の家
族3人と町内の方6人の計9人で愛知県の知多
半島にツーリングにも行きました。
　去年、今年とコロナの影響で遠出はできなく
なっていますが、将来的には夫が所有している
サイドカー付きのハーレーに乗り、交代で運転
しながら日本各地を巡ってみたいと考えていま
す。
　4年前に2台から始まった我が家のバイク歴
ですが、今ではいろんなメーカーの大小取り混
ぜて13台所有し、すっかりバイク一家になって
います。 愛車のハーレー
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は
赤
松
氏

の
末
裔
で
、
先
祖
の
赤
松
持
貞
の
時
に
不

始
末
が
あ
っ
た
の
で
姓
を
田
原
と
変
え
、

米
墜
邑
（
高
砂
市
米
田
町
米
田
）
に
子
孫

代
々
住
ん
だ
」「
天
正
の
頃（
1
5
7
3
〜

1
5
9
3
年
）、
作
州
に
神
免
（
新
免
）
と

い
う
武
士
が
い
た
が
、
後
継
ぎ
が
な
い
ま

ま
亡
く
な
っ
た
の
で
、
武
蔵
が
家
を
継
ぎ
、

後
に
宮
本
と
氏
を
改
め
た
」「
そ
の
武
蔵

に
も
後
継
ぎ
が
な
か
っ
た
た
め
、
甥
の
伊

織
を
養
子
に
し
た
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い

る
。

　
伊
織
は
両
神
社
の
再
建
に
当
た
る
だ
け

で
な
く
、
米
田
天
神
社
の
境
内
に
あ
る
神

宮
寺
に
「
三
十
六
歌
仙
額
」
や
「
鰐
口
」
を

寄
進
し
て
お
り
、
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
米

田
に
対
す
る
思
い
の
強
さ
が
く
み
取
れ
る
。

米
田
出
身
説
を
裏
付
け
る
棟
札

　
剣
聖
と
う
た
わ
れ
た
宮
本
武
蔵
と
、
そ

の
甥
で
武
蔵
の
養
子
と
な
っ
た
伊
織
が
高

砂
ゆ
か
り
の
人
で
あ
る
こ
と
は
以
前
に
も

紹
介
し
た
が
、
そ
の
根
拠
と
さ
れ
る
の
が

以
下
の
4
点
で
あ
る
。

　
1
つ
は
武
蔵
自
身
が
著
し
た『
五
輪
書
』

に
「
生
国
播
磨
の
武
士
」
と
述
べ
て
お
り
、

武
蔵
の
伝
記
と
し
て
知
ら
れ
る
『
二
天

記
』
に
も
武
蔵
が
天
正
12
年
（
1
5
8

5
）
に
播
州
に
生
ま
れ
る
と
し
て
い
る
。

　
2
つ
め
は
後
に
豊
前
（
福
岡
県
）
小
倉

藩
の
筆
頭
家
老
と
な
っ
た
伊
織
が
小
倉
・

手
向
山
に
建
て
た
武
蔵
の
顕
彰
碑
で
、
そ

宮
本
伊
織

み

　や

も

　と

い

お

　り

伊織ゆかりの米田天神社

[推薦の言葉]
　現役スイマーの店主が営む焼肉
と名物唐々鍋のお店です。
　地元の水泳関係者をはじめ、多
くの方々にも長年愛され、美味し
い料理を食しながら、楽しい時間
を共有できる集いの場となってい
ます。

　県
道
43
号
高
砂
北
条
線
沿
い
に
あ
る
「
唐
々

鍋
の
店

　荒
井
店
」。
黒
い
外
壁
に
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
「
1
9
7
4
年
創
業
本
店
ま
る
よ
し
直

伝
の
味

　唐
々
鍋
の
店

　荒
井
店
」
の
文
字
が

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
。

　そ
の
文
字
が
表
す
よ
う
に
、
こ
の
店
は
オ
ー

ナ
ー
の
松
下
和
司
さ
ん
が
、
姫
路
市
砥
堀
に
あ

る
唐
々
鍋
の
発
祥
の
店
「
本
店
ま
る
よ
し
」
で

修
業
し
、
店
長
の
経
験
な
ど
を
経
て
、「
の
れ

ん
分
け
」
の
形
で
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
も
の
。

　唐
々
鍋
は
様
々
な
香
辛
料
を
加
え
た
味
噌
と

醤
油
が
ベ
ー
ス
の
出
汁
に
、
ホ
ル
モ
ン
、
肉
団

子
、
豆
腐
、
油
揚
げ
、
白
ネ
ギ
、
も
や
し
、
ワ

カ
メ
な
ど
を
投
入
し
た
贅
沢
な
和
風
鍋
。
ホ
ル

モ
ン
な
ど
は
加
古
川
市
志
方
町
の
信
頼
で
き
る

業
者
か
ら
新
鮮
な
も
の
を
仕
入
れ
て
い
る
が
、

味
の
決
め
手
と
な
る
味
噌
だ
け
は
今
も
本
店
ま目を引く外壁の文字

し
の
直
伝
の
味
だ
と
か
。

　店
の
も
う
一
つ
の
売
り
が
無
煙
ロ
ー
ス

タ
ー
で
焼
く
「
唐
々
焼
」。
タ
レ
で
焼
く

か
、
塩
で
焼
く
か
は
選
べ
る
が
、
松
下
さ

ん
に
よ
れ
ば
、
タ
レ
で
は
な
く
塩
で
鶏
肉

や
牛
肉
、
タ
ン
や
ホ
ル
モ
ン
を
焼
く
の
が

唐
々
焼
の
真
骨
頂
だ
そ
う
で
、
他
店
に
な

い
食
し
方
。
塩
焼
肉
を
食
べ
て
か
ら
唐
々

鍋
に
移
る
の
が
定
番
だ
と
も
話
す
。

　建
築
士
の
友
人
が
設
計
し
、
緊
急
事
態

宣
言
で
休
業
し
て
い
る
間
に
リ
フ
ォ
ー
ム

し
た
と
い
う
店
内
は
、
焼
肉
店
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
広
く
、
明
る
く
、
開
放
感
た
っ

ぷ
り
。
最
大
78
人
が
収
容
で
き
る
そ
う
だ

が
、
平
日
は
荒
井
の
工
場
な
ど
で
働
く
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
、
土
日
は
家
族
連
れ
で
に
ぎ

わ
う
と
い
う
。

る
よ
し
か
ら
調
達

し
て
い
る
と
い
う
。

　辛
さ
の
レ
ベ
ル

が
0
番
か
ら
30
番

ま
で
あ
り
、
客
は

好
み
の
辛
さ
を
選

べ
る
が
、
や
は
り

1
番
、
2
番
あ
た

り
の
マ
イ
ル
ド
な

辛
さ
が
人
気
。
そ

こ
に
ホ
ル
モ
ン
や

野
菜
の
う
ま
み
が

加
わ
っ
て
、「
味

に
丸
み
」
が
あ
る

の
が
本
店
ま
る
よ

黒瀬株式会社　　　　

黒瀬 博彦さん

●唐々鍋の店　荒井店
　高砂市荒井町小松原5－14－2
　☎079－443－6632
　営業時間／16：00～24：00
　定 休 日／火曜日(祝日・祝前日は営業）

本
店
ま
る
よ
し
直
伝
の
味
を

　高
砂
の
皆
さ
ん
に
届
け
た
い

※新型コロナウイルス感染拡大により営業時間や定休日が変更になることがあります。事前にご確認ください。

株式会社福助堂

河野 亜樹子さんハーレーダビッドソン
　　スポーツスター１２００

　6年前に趣味だった空手をやめ、空いた時間
に何かしようと考えていたときに、バイクが趣
味で、ホンダのゴールドウイングに乗っていた
主人が「バイクに乗ってみないか」と誘ってく
れたのが事の始まりです。
　で、二人で姫路のハーレーカスタム専門店に
行き、バイクにまたがらせてもらい、お店の方
がエンジンをかけて下さったのですが、そのと
きのお腹に響き渡るようなエンジン音に「すご
いなあ」「かっこいいなあ」「これがハーレーか」
とすっかり虜になってしまったのです。
　それで翌年41歳の時に中型の、その翌年に大
型免許を取得。スポーツスター1200を購入しま
した。

　このバイクのおかげで、洗車しているときな
どにご近所の方からお声をかけていただくこと
も多く、一昨年には私と夫、大学生の息子の家
族3人と町内の方6人の計9人で愛知県の知多
半島にツーリングにも行きました。
　去年、今年とコロナの影響で遠出はできなく
なっていますが、将来的には夫が所有している
サイドカー付きのハーレーに乗り、交代で運転
しながら日本各地を巡ってみたいと考えていま
す。
　4年前に2台から始まった我が家のバイク歴
ですが、今ではいろんなメーカーの大小取り混
ぜて13台所有し、すっかりバイク一家になって
います。 愛車のハーレー
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　小規模事業者を対象に、販路開拓等に取り組む経費に対し
て補助金が支給されます。
補 助 率　2/3
補助金額　上限50万円
申込締切　令和3年10月1日、令和4年2月4日（以降も続

きます）
※申請には、商工会議所での事前確認が必要です。遅くとも
締め切り1週間前には提出書類をお持ちください。

検索

https://r1.jizokukahojokin.info/

令和元年度補正　日本商工会議所持続化補助金

　小規模事業者を対象に、感染防止拡大のための対人接触機
会の減少と事業継続の両立を図る新たなビジネスやサービス、
生産プロセス導入等の取り組み経費に対して補助金が支給さ
れます。
補 助 率　3/4
補助金額　上限100万円
申込締切　令和3年7月7日、令和3年9月8日（以降も続

きます）

検索

https://www.jizokuka-post-corona.jp/

令和2年度補正　持続化補助金　低感染

令和2年度補正
小規模事業者持続化補助金・低感染リスク型ビジネス枠

令和元年度補正
小規模事業者持続化補助金（一般型）

ホームページは
一応あるけど、

活かしきれていない

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー
時
間
内
で
の
「
Ｈ
Ｐ
公
開
」

「
チ
ラ
シ
作
成
」
を
目
標
と
し
ま
す
！

日
　
　時
　
令
和
3
年
7
月
29
日
㈭
・
30
日
㈮

　
　
　
　
　
18
時
30
分
〜
20
時
00
分

　
　
　
　
　（
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
）

場
　
　所
　
高
砂
商
工
会
議
所
　
大
会
議
室

内
　
　容
　
起
業
時
や
新
サ
ー
ビ
ス
開
始
時
に
必
要
と
な
る
効
果

的
な
Ｈ
Ｐ
や
チ
ラ
シ
の
作
成
方
法
を
実
際
に
Ｐ
Ｃ
を

操
作
し
な
が
ら
学
び
ま
す

　
　
　
　
　
29
日
：
無
料
で
つ
く
れ
る
Ｈ
Ｐ
作
成
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
30
日
：
無
料
で
作
れ
る
チ
ラ
シ
作
成
に
つ
い
て

講
　
　師
　
土
原
　
翔
吾
　
氏

　
　
　
　
　（
兵
庫
県
商
工
会
連
合
会
Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

対
　
　象
　
全
事
業
者
（
起
業
予
定
者
含
む
）

定
　
　員
　
35
人
（
先
着
順
）

受
講
料
　
無
料

申
込
方
法
　
高
砂
商
工
会
議
所
Ｈ
Ｐ
の
申
込

　
　
　
　
　
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
お
電
話
に
て

　
　
　
　
　
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※

受
講
時
は
Ｐ
Ｃ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
Ｐ
Ｃ
の
ご
用
意
が
難
し
い
場
合
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
可
。

※

研
修
で
使
用
し
ま
す
の
で
、Gm

ail

ア
ド
レ
ス
、GoogleChrom

e

を
お
持
ち
で
な
い
方
は
事
前
に
取
得
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

無
料
か
ら
集
客
が
は
じ
め
ら
れ
る

Ｈ
Ｐ
・
チ
ラ
シ
作
成
セ
ミ
ナ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

【
起
業
予
定
者
も
歓
迎
】

ホームページや
チラシを作りたいけど、

どうしたらいいか
わからない

創
　
業
　
塾
　
塾
生
募
集
！

　
高
砂
商
工
会
議
所
で
は
、
こ
れ
か
ら
創
業
を
目
指
す
方
・
創
業

し
て
か
ら
間
も
な
い
方
を
対
象
に
、
起
業
や
経
営
に
必
要
な
実
務

知
識
を
中
小
企
業
診
断
士
等
の
専
門
家
よ
り
講
義
し
て
い
た
だ
く

「
創
業
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
義
は
全
4
回
、
内
容
は
経
営
の
基
本
か
ら
人
材
育
成
、
販
路

開
拓
、
資
金
調
達
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
、
最
終
回
で
は
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
の
作
成
演
習
を
行
う
予
定
で
す
。

　
20
名
の
定
員
に
達
し
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、創
業
塾
を
受
講
さ
れ
た
方
は
、高
砂
市
内
で
の
株
式
会
社

設
立
の
際
の
登
録
免
許
税
の
軽
減
、
創
業
関
連
保
証（
融
資
）枠
の

拡
充
等
の
優
遇
措
置
、高
砂
市
に
よ
る
創
業
者
融
資
保
証
料
補
助
・

創
業
者
融
資
利
子
補
給
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

受
講
対
象
：
創
業
を
目
指
す
方
・
創
業
間
も
な
い
方

開
催
日
程
：
第
1
回
　
8
月
21
日
㈯

　
　
　
　
　
第
2
回
　
8
月
28
日
㈯

　
　
　
　
　
第
3
回
　
9
月
4
日
㈯

　
　
　
　
　
第
4
回
　
9
月
18
日
㈯

　
　
　
　
　
※
時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
〜
17
時
で
す

　
　
　
　
　
こ
の
他
、
受
講
者
向
け
の
個
別
相
談
も
9
月
22
日
・

　
　
　
　
　
10
月
1
日
・
10
月
9
日
に
開
催
し
ま
す
。

開
催
場
所
：
高
砂
商
工
会
議
所

定
　
　員
：
20
名

　
　
　
　
　
※
先
着
順
で
、
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す

受
講
料
：
5
、0
0
0
円
（
全
4
回
分
）

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
：

　
お
申
し
込
み
は
、
メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
に
て
承
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
高
砂
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〜
受
講
す
る
と
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
〜

HPはこちら

HPはこちら

会員のひろば会員のひろば

藍
綬

褒

章
受

章

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

会
　
頭
　

森

本

幸

吉
　氏

　
栄
え
あ
る
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
3
年
春
の
褒
章
に
お
き
ま
し
て
、
当

所
森
本
会
頭
が
日
本
商
工
会
議
所
の
推
薦
に

よ
り
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
森
本

会
頭
は
平
成
16
年
11
月
か
ら
6
年
間
常
議
員

を
務
め
ら
れ
、
22
年
11
月
か
ら
副
会
頭
、
そ

し
て
28
年
11
月
よ
り
第
10
代
会
頭
と
し
て
現

在
2
期
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
会
頭
就
任
時

に
掲
げ
た
運
営
方
針
「
未
来
へ
帆
を
あ
げ
て  

い
い
会
議
所
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
　
ー
3
つ

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
ー
」
の
実
現
に
向

け
て
、
産
業
・
ま
ち
・
会
議
所
の
創
生
に
果

敢
に
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
観
光
事

業
創
出
や
組
織
改
革
、
産
学
連
携
も
積
極
的

に
取
組
み
、
地
域
経
済
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。
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　小規模事業者を対象に、販路開拓等に取り組む経費に対し
て補助金が支給されます。
補 助 率　2/3
補助金額　上限50万円
申込締切　令和3年10月1日、令和4年2月4日（以降も続

きます）
※申請には、商工会議所での事前確認が必要です。遅くとも
締め切り1週間前には提出書類をお持ちください。

検索

https://r1.jizokukahojokin.info/

令和元年度補正　日本商工会議所持続化補助金

　小規模事業者を対象に、感染防止拡大のための対人接触機
会の減少と事業継続の両立を図る新たなビジネスやサービス、
生産プロセス導入等の取り組み経費に対して補助金が支給さ
れます。
補 助 率　3/4
補助金額　上限100万円
申込締切　令和3年7月7日、令和3年9月8日（以降も続

きます）

検索

https://www.jizokuka-post-corona.jp/

令和2年度補正　持続化補助金　低感染

令和2年度補正
小規模事業者持続化補助金・低感染リスク型ビジネス枠

令和元年度補正
小規模事業者持続化補助金（一般型）

ホームページは
一応あるけど、

活かしきれていない

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー
時
間
内
で
の
「
Ｈ
Ｐ
公
開
」

「
チ
ラ
シ
作
成
」
を
目
標
と
し
ま
す
！

日
　
　時
　
令
和
3
年
7
月
29
日
㈭
・
30
日
㈮

　
　
　
　
　
18
時
30
分
〜
20
時
00
分

　
　
　
　
　（
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
）

場
　
　所
　
高
砂
商
工
会
議
所
　
大
会
議
室

内
　
　容
　
起
業
時
や
新
サ
ー
ビ
ス
開
始
時
に
必
要
と
な
る
効
果

的
な
Ｈ
Ｐ
や
チ
ラ
シ
の
作
成
方
法
を
実
際
に
Ｐ
Ｃ
を

操
作
し
な
が
ら
学
び
ま
す

　
　
　
　
　
29
日
：
無
料
で
つ
く
れ
る
Ｈ
Ｐ
作
成
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
30
日
：
無
料
で
作
れ
る
チ
ラ
シ
作
成
に
つ
い
て

講
　
　師
　
土
原
　
翔
吾
　
氏

　
　
　
　
　（
兵
庫
県
商
工
会
連
合
会
Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

対
　
　象
　
全
事
業
者
（
起
業
予
定
者
含
む
）

定
　
　員
　
35
人
（
先
着
順
）

受
講
料
　
無
料

申
込
方
法
　
高
砂
商
工
会
議
所
Ｈ
Ｐ
の
申
込

　
　
　
　
　
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
お
電
話
に
て

　
　
　
　
　
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※

受
講
時
は
Ｐ
Ｃ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
Ｐ
Ｃ
の
ご
用
意
が
難
し
い
場
合
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
可
。

※

研
修
で
使
用
し
ま
す
の
で
、Gm

ail

ア
ド
レ
ス
、GoogleChrom

e

を
お
持
ち
で
な
い
方
は
事
前
に
取
得
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

無
料
か
ら
集
客
が
は
じ
め
ら
れ
る

Ｈ
Ｐ
・
チ
ラ
シ
作
成
セ
ミ
ナ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

【
起
業
予
定
者
も
歓
迎
】

ホームページや
チラシを作りたいけど、

どうしたらいいか
わからない

創
　
業
　
塾
　
塾
生
募
集
！

　
高
砂
商
工
会
議
所
で
は
、
こ
れ
か
ら
創
業
を
目
指
す
方
・
創
業

し
て
か
ら
間
も
な
い
方
を
対
象
に
、
起
業
や
経
営
に
必
要
な
実
務

知
識
を
中
小
企
業
診
断
士
等
の
専
門
家
よ
り
講
義
し
て
い
た
だ
く

「
創
業
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
義
は
全
4
回
、
内
容
は
経
営
の
基
本
か
ら
人
材
育
成
、
販
路

開
拓
、
資
金
調
達
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
、
最
終
回
で
は
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
の
作
成
演
習
を
行
う
予
定
で
す
。

　
20
名
の
定
員
に
達
し
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、創
業
塾
を
受
講
さ
れ
た
方
は
、高
砂
市
内
で
の
株
式
会
社

設
立
の
際
の
登
録
免
許
税
の
軽
減
、
創
業
関
連
保
証（
融
資
）枠
の

拡
充
等
の
優
遇
措
置
、高
砂
市
に
よ
る
創
業
者
融
資
保
証
料
補
助
・

創
業
者
融
資
利
子
補
給
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

受
講
対
象
：
創
業
を
目
指
す
方
・
創
業
間
も
な
い
方

開
催
日
程
：
第
1
回
　
8
月
21
日
㈯

　
　
　
　
　
第
2
回
　
8
月
28
日
㈯

　
　
　
　
　
第
3
回
　
9
月
4
日
㈯

　
　
　
　
　
第
4
回
　
9
月
18
日
㈯

　
　
　
　
　
※
時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
〜
17
時
で
す

　
　
　
　
　
こ
の
他
、
受
講
者
向
け
の
個
別
相
談
も
9
月
22
日
・

　
　
　
　
　
10
月
1
日
・
10
月
9
日
に
開
催
し
ま
す
。

開
催
場
所
：
高
砂
商
工
会
議
所

定
　
　員
：
20
名

　
　
　
　
　
※
先
着
順
で
、
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す

受
講
料
：
5
、0
0
0
円
（
全
4
回
分
）

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
：

　
お
申
し
込
み
は
、
メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
に
て
承
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
高
砂
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〜
受
講
す
る
と
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
〜

HPはこちら

HPはこちら

会員のひろば会員のひろば

藍
綬

褒

章
受

章

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

会
　
頭
　

森

本

幸

吉
　氏

　
栄
え
あ
る
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
3
年
春
の
褒
章
に
お
き
ま
し
て
、
当

所
森
本
会
頭
が
日
本
商
工
会
議
所
の
推
薦
に

よ
り
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
森
本

会
頭
は
平
成
16
年
11
月
か
ら
6
年
間
常
議
員

を
務
め
ら
れ
、
22
年
11
月
か
ら
副
会
頭
、
そ

し
て
28
年
11
月
よ
り
第
10
代
会
頭
と
し
て
現

在
2
期
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
会
頭
就
任
時

に
掲
げ
た
運
営
方
針
「
未
来
へ
帆
を
あ
げ
て  

い
い
会
議
所
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
　
ー
3
つ

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
ー
」
の
実
現
に
向

け
て
、
産
業
・
ま
ち
・
会
議
所
の
創
生
に
果

敢
に
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
観
光
事

業
創
出
や
組
織
改
革
、
産
学
連
携
も
積
極
的

に
取
組
み
、
地
域
経
済
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

9



東京大学史料編纂所　　　
教授　本　郷　和　人

「毛利元就～冷静な人間観察～」

　戦国の生き馬の目を抜くような社会で成功を収めた毛利元就にとって、跡継
ぎの隆元（父に先んじて亡くなり、大いに元就を悲しませることになる、豊臣
秀吉政権の五大老の一人に列した毛利輝元の父）の振る舞いは生ぬるいという
か、物足りなく感じられたようです。
　彼は隆元が親孝行で、また神仏に敬虔（けいけん）な態度をとっていること
を「素晴らしいことだ」と褒めた後に言葉を続けます。でもな、隆元よ。今は
「下り果てたる世の中である｣。こんな世の中で勝ち残るためには「芸能や文
化や慰めなどは不要だ。おまえに必要なのは、武略・計略・調略なのだ｣。武
略・計略・調略。謀りごとの達人、元就らしい厳しい言葉ではありませんか。
　ただし、これだけならば、元就でなくても言えるかな、と思うのですね。武
田信玄とか、黒田官兵衛とか、知謀の武将であれば､「常に謀りごとを忘れる
な」と指導するのは、むしろ当然のことだったかもしれません。元就のすごみ
は、隆元の弟で、極めて優秀だった小早川隆景（元就亡き後、おいの輝元を補
佐する。後に輝元とともに、豊臣五大老の一人となる）に対しての言葉に見て
とれます。

　隆景よ。おまえは優れた才能のままに、世を渡ってきた。だが、そうした生き方は危ないのだ。こ
れからは、人の嫌がることはやらない、人が好むことを行う。そうしたシンプルな生き方を心掛け
なさい。いま毛利家は九州の大友家との友好関係が破れ、戦いの準備をしている。すると家中の者
どもは、この事態の裏には隆景殿がいるぞ。こたびの合戦は隆景殿主導の合戦に違いない、と言っ
ている。常日頃謀略をもてあそんでいるから、おまえは痛くもない腹を探られることになるのだ。
この父が、普通の生き方をせよ、と注意するのは、こういうことだぞ。
　つまり、元就は、隆景には「もっとバカになれ」というわけです。謀りごとの得意ではない長男
には「武略・計略・調略を磨け」とハッパを掛ける一方で、そうしたことの得意な、優秀な三男に
は「才能をひけらかしていると、みんなの共感を得られないぞ」とくぎを刺す。息子をしっかり見
ているなあ、とビックリするし、人間というものをよくよく理解しているなあ、と感心します。人
を見て法を説け、といいますが、簡単にできることではありません。冷静な人間観察ができたから
こそ、元就は一代で、安芸国の小さな領主から安芸一国を支配する戦国大名へ、山陽地方を治める
大大名へ、さらには中国地方一帯の覇者へ、と成長できたのだと思います。

◇本郷　和人／ほんごう・かずと
　1960年東京都生まれ。83年東京大学文学部卒業、88年同大学大学院単位取
得退学。石井進氏と五味文彦氏に師事し、日本中世政治史を専門とする。当
為（建前、理想論）ではなく実情を把握すべきとし、日本中世の「統治」の
ありさまに言及する著作を発表している。従来の権門体制論を批判し、二つ
の王権論に立つ。師の五味文彦氏と同様に書評も多く、中世や近世を扱った

さまざまなドラマ、アニメ、漫画の時代考証にも携わる。

新入会員紹介

業　　種事　業　所　名 所　在　地 電　　話

㈱大橋工業

まつのき接骨院

金井運送

アース不動産

カイロサロンあき

亀次郎商店

神戸サンドウィッチ工房

㈱じょうとんば

㈱Shinji Masamura Creative

()同Bridge

ベル・ジュバンスサロン ぶうるじょん

理想科学工業㈱理想神戸支店

エステティックサロン　モンクール

()同早乙女自動車

㈱早乙女重機

真栄工業

スカイドア()同

曽根つりエサセンター

079-449-3939

079-443-7716

079-267-5369

079-444-0140

079-431-4970

079-490-3399

090-6067-6494

079-443-1808

06-6304-6667

079-246-8330

079-442-7809

078-371-6861

079-439-5868

080-1410-3868

075-691-0099

090-8208-1710

079-448-0315

配管工事業

接骨院

運送業

不動産業

カイロプラクティック

盆栽園、イベント開催・運営、MC

サンドウィッチ販売

訪問看護業

テレビ番組制作業

介護事業

美容業

事務機器製造販売業

エステティック業

クレーン作業一式、自動車整備業

クレーン作業一式、除菌作業

管工事業

モータースポーツに関する諸事業

つりエサ販売

高砂市曽根町2912-2

高砂市荒井町蓮池1丁目4-6

姫路市西夢前台2丁目16-2

高砂市高砂町朝日町3丁目2-22-2F

高砂市米田町米田新81-12

高砂市阿弥陀町地徳1

高砂市神爪1-1-1

高砂市荒井町小松原4丁目114-2

大阪市淀川区西中島4丁目2-26 天神第一ビル411号

姫路市木場1270

高砂市高砂町浜田町2丁目6-9

神戸市中央区元町通6丁目1-1 栄ビル1F

高砂市伊保3丁目9-27

京都府船井郡京丹波町蒲生野口49

京都府京都市南区東九条南石田町33-1

高砂市曽根町2506-1 パインコート301

高砂市曽根町1886-7

高砂市曽根町1827-1

令和3年2月1日から5月31日までに入会された会員（18事業所）です。

なびつま261号で掲載されている記事をもとに、クイズを出題！
全問正解者の中から抽選で1名の方に「3,000円分のクオカード」をプレゼント
致します！

クイズコーナー

　ハガキまたはメールに①クイズの答え②郵便番号③住所④氏
名⑤「なびつま」の感想をお書き添えの上、下記まで送付くだ
さい。正解者の中から抽選で1名の方に「3,000円分のクオ
カード」をプレゼント致します。
　なお当選は賞品の発送をもって発表とかえさせていただきます。

応募締切　2021年8月31日まで(当日消印有効)
送 付 先　〒676-8558
　　　　　高砂市高砂町北本町1104
　　　　　高砂商工会議所　総務課
E -ma i l　takasho@takasago-cci.or.jp

Ｑ１　宮本伊織が15歳頃に仕えるようになった明石藩主の名前は？　　　　　答え：○○○○○

Ｑ２　株式会社福助堂　河野さんの宝物のバイクの名前は？　　　　　　　　答え：○○○○○○○1200

前回(260号)の答え：Q1 レモン　Q2 シソ

　 会員のひろば
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東京大学史料編纂所　　　
教授　本　郷　和　人
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令和3年2月1日から5月31日までに入会された会員（18事業所）です。

なびつま261号で掲載されている記事をもとに、クイズを出題！
全問正解者の中から抽選で1名の方に「3,000円分のクオカード」をプレゼント
致します！

クイズコーナー

　ハガキまたはメールに①クイズの答え②郵便番号③住所④氏
名⑤「なびつま」の感想をお書き添えの上、下記まで送付くだ
さい。正解者の中から抽選で1名の方に「3,000円分のクオ
カード」をプレゼント致します。
　なお当選は賞品の発送をもって発表とかえさせていただきます。

応募締切　2021年8月31日まで(当日消印有効)
送 付 先　〒676-8558
　　　　　高砂市高砂町北本町1104
　　　　　高砂商工会議所　総務課
E -ma i l　takasho@takasago-cci.or.jp

Ｑ１　宮本伊織が15歳頃に仕えるようになった明石藩主の名前は？　　　　　答え：○○○○○

Ｑ２　株式会社福助堂　河野さんの宝物のバイクの名前は？　　　　　　　　答え：○○○○○○○1200

前回(260号)の答え：Q1 レモン　Q2 シソ

　 会員のひろば
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高砂市高砂町浜田町２－３－５
TEL（０７９）４４２－２６８１

三井住友銀行高砂支店

高砂市伊保港町１丁目８－１
TEL（０７９）４４８－６００１

兵庫信用金庫高砂支店

高砂市荒井町中新町８－１８
TEL（０７９）４４３－４３０１

み な と 銀 行 高 砂 支 店

高砂市荒井町御旅２丁目１０－２
TEL（０７９）４４３－１３１３

西兵庫信用金庫高砂支店

高 砂 市 神 爪 １ 丁 目 １ ０－２
TEL（０７９）４３２－８７１１

日新信用金庫宝殿支店

“地元を愛し”　“地元に生きる”
高砂金融会（順不同）

企業発展のために　！！

　この一年、思うようにストレス解消ができな
いと感じている人も多いのではないでしょうか。
気の合う仲間同士でワイワイ騒いだり、旅行に
も気軽に出掛けたりできず、今まで何の制限も
なくできていたことができなくなって久しいで
す。実際に、どうやってストレス解消してよい
のか分からず、鬱々（うつうつ）としてしまう
という話もよく耳にします。とはいえ、いつま
で続くか分からない現状では、できる範囲で効
果的なストレス解消を取り入れていく必要があ
ります。そのポイントについて、お伝えした
いと思います。

　まず、大切なのは、強制リセットの時間を確
保することです。嫌なことや気掛かりなことが
あると、そのことばかり考えてしまうことは誰
にでもありますが、｢忘れよう｣「考えないよう
にしよう」と思えば思うほど、実は「強化」が
起こり、かえってそれにとらわれてしまう現象
が起きます。ですから、強制的にそこから離れ
るための物理的な方法を取り入れる必要があり
ます。

　一つ目は「香り」を有効利用しましょう。嗅
覚は、五感の中で、情動と記憶に直接結びつく
感覚器官です。気分転換やリラクゼーションに

有効利用できるよう、日常生活に好きな香りを
取り込んでいきましょう。コーヒーの香りなど
は、鎮静の効果もあります。インスタントでも
おいしいコーヒーはたくさんありますが、自分
で豆をひけば香りの立ち方は断然違います。紅
茶なども今はさまざまなフレーバーのものが出
回っているので、いろいろと試してみてくださ
い。また、アロマやお香などをたくのもいい
でしょう。ただし、これは、プライベート空
間に限って行うこと。職場だと、香りの好き
嫌いでトラブルに発展することがあります。
自宅では、入浴剤やシャンプーを、香りの良
いものに変えるのも手軽な方法です。

　二つ目は、無心、夢中になれることを取り入
れましょう。ぼーっとする、もしくは集中でき
ることが大切です。自分が好きなことであれば
何でも構いません。手芸やDIY、ゲームなども
効果的です。

　三つ目は、気持ちを動かす時間をつくること
です。お笑いを見て笑う、ドラマや映画を見て
泣く、スポーツ観戦で熱くなるといった具合に
自分の気持ちを動かすようにしましょう。日々
の生活の中で、できる範囲のことを少しずつ取
り入れていくことが有効です。

「コロナ禍での効果的な
　　　　　　　ストレス解消」

日本メンタルアップ支援機構　　
代表理事　大　野　萌　子

◇大野　萌子／おおの・もえこ
　法政大学卒。一般社団法人日本メンタルアップ支援機構（メンタルアップ
マネージャ資格認定機関）代表理事、産業カウンセラー、2級キャリアコン
サルティング技能士。企業内健康管理室カウンセラーとしての長年の現場経
験を生かした、人間関係改善に必須のコミュニケーション、ストレスマネジ
メントなどの分野を得意とする。現在は防衛省、文部科学省などの官公庁を

はじめ、大手企業、大学、医療機関などで年間120件以上の講演・研修を行い、机上の空論では
ない「生きたメンタルヘルス対策」を提供している。著書に『よけいなひと言を好かれるセリ
フに変える言いかえ図鑑』（サンマーク出版）ほか多数。
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〒676-0082　高砂市曽根町2900番地
　　　　　　　0 7 9（4 4 7）7 1 6 0

工場長　中　尾　良　治

東洋紡株式会社　高砂工場
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